
漱
石
の
修
辞
技
巧

一

一　

は
じ
め
に

夏
目
漱
石
は
没
後
百
年
近
く
経
過
し
た
現
在
で
も
、
広
く
一
般
に
親
し
ま
れ
て

い
る
作
家
で
あ
る
。
多
く
の
人
に
読
み
継
が
れ
て
い
る
漱
石
作
品
の
魅
力
と
は
何

か
。
修
辞
学
者
の
佐
藤
信
夫
は
「
漱
石
に
お
い
て
（
こ
と
ば
の
も
っ
と
も
強
い
意

味
に
お
い
て
）
真
に
比・

・類
な・

・い
も
の
は
、
生
き
方
の
参
考
資
料
を
読
み
た
が
る
読

者
た
ち
に
供
さ
れ
る
た
ぐ
い
の
中
身
で
は
な
く
、
そ
の
修
辞
的
表
現
で
あ
る
」

（「《
わ
ざ
と
ら
し
さ
》
の
修
辞
―
散
文
の
現
在
…原
文
マ
マと
漱
石
―
」
昭
和
五
十
八
年
四

月
『
ユ
リ
イ
カ
』
青
土
社
、
平
成
六
年
十
一
月
『
わ
ざ
と
ら
し
さ
の
レ
ト
リ
ッ
ク

―
言
述
の
す
が
た
―
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
十
八
頁（
1
））
と
言
い
切
る
。
中
身

と
表
現
が
分
離
可
能
で
あ
る
か
否
か
の
問
題
は
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
佐
藤
の
意

見
に
同
調
す
る
人
は
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
厖
大
な
漱
石
研
究
の
中
で
修
辞
に

関
す
る
も
の
は
わ
ず
か
で
あ
り
、
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

本
稿
は
佐
藤
と
同
様
、
漱
石
作
品
の
特
質
を
修
辞
的
表
現
に
認
め
、
漱
石
の
修
辞

技
巧
観
や
作
品
に
現
れ
る
修
辞
的
表
現
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。

分
析
の
対
象
と
し
て
、
漱
石
が
朝
日
新
聞
社
に
入
社
後
、
初
め
て
書
い
た
長
編

小
説
『
虞
美
人
草
』（
明
治
四
十
年
六
月
二
十
三
日
―
十
月
二
十
九
日（
2
）東
京
・

大
阪
『
朝
日
新
聞
』、
本
稿
の
引
用
は
『
漱
石
新
聞
小
説
復
刻
全
集　

第
一
巻　

虞
美
人
草
』
平
成
十
一
年
九
月
ゆ
ま
に
書
房
に
よ
る
）
を
取
り
上
げ
る
。『
虞
美

人
草
』
は
さ
ま
ざ
ま
な
修
辞
が
使
用
さ
れ
、
装
飾
的
な
美
文
の
目
立
つ
作
品
で
あ

る
。
本
稿
で
は
『
虞
美
人
草
』
の
多
様
な
修
辞
の
う
ち
、
提
喩
に
着
目
し
て
考
察

を
進
め
る（
3
）。

『
虞
美
人
草
』
の
修
辞
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
次
節
で
確
認
す
る
が
、

提
喩
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
は
、
管
見
に
よ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な

い
。
本
稿
の
目
的
は
、
先
行
研
究
で
は
看
過
さ
れ
て
い
た
提
喩
が
、『
虞
美
人
草
』

の
特
徴
で
あ
る
「
作
者
の
過
剰
な
意
見
表
明
」
を
補
強
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
る

こ
と
を
、
評
論
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」（
東
京
・
大
阪
『
朝
日
新
聞
』
明
治

四
十
年
五
月
四
日（
4
）―
六
月
四
日
、本
稿
の
引
用
は
『
東
京
朝
日
新
聞
〈
復
刻
版
〉

明
治
編
一
七
〇
巻　

明
治
四
十
年
五
月
』
平
成
十
一
年
十
一
月
日
本
図
書
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
）
の
「
技
巧
論
」
を
踏
ま
え
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
稿

は
以
下
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
。
第
二
節
で
は
、『
虞
美
人
草
』
を
、
修
辞
と

い
う
観
点
か
ら
論
じ
た
先
行
研
究
を
紹
介
す
る
。
第
三
節
で
は
、
明
治
時
代
の
日

漱
石
の
修
辞
技
巧

―
『
虞
美
人
草
』
に
お
け
る
提
喩
の
機
能

―
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二

本
の
修
辞
学
事
情
を
、
時
代
背
景
に
即
し
て
確
認
す
る
。
第
四
節
で
は
、
漱
石
と

修
辞
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、蔵
書
と
著
作
と
の
二
側
面
か
ら
み
る
。
第
五
節
で
は
、

小
説
に
お
け
る
提
喩
の
二
つ
の
種
類
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
第
六
節
で
は
、

提
喩
の
機
能
と
『
虞
美
人
草
』
の
語
り
の
特
徴
に
相
関
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
論

証
す
る
。
第
七
節
で
、
ま
と
め
と
一
般
的
展
望
を
示
し
て
論
を
閉
じ
る
。

二　

先
行
研
究

『
虞
美
人
草
』
の
文
体
は
美
文
調
と
も
い
わ
れ
、
技
巧
を
凝
ら
し
た
文
章
が
連

な
り
、
修
辞
も
多
用
さ
れ
て
い
る
。
登
場
す
る
修
辞
全
般
を
扱
っ
た
論
に
、
景
山

直
治
「『
虞
美
人
草
』
の
修
辞
に
つ
い
て
の
研
究
」（
昭
和
三
十
年
三
月
『
明
治
大

学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要　

日
本
文
学
研
究
』）
が
あ
る
。『
虞
美
人
草
』
の
修
辞

技
巧
を
二
十
四
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
引
用
例
を
付
し
て
論
じ
て
い
る
。
提
喩
に

あ
た
る
分
類
と
し
て
「
挙
偶
法
」
と
い
う
五
十
嵐
力
の
提
唱
し
た
名
称
が
用
い
ら

れ
て
い
る（
5
）。

美
文
あ
る
い
は
修
辞
が
も
つ
機
能
に
着
目
し
て
『
虞
美
人
草
』
を
論
じ
た
も
の

に
、
水
村
美
苗
「「
男
と
男
」
と
「
男
と
女
」
―
藤
尾
の
死
―
」（
平
成
四
年
七
月

『
批
評
空
間
』
太
田
出
版
、
平
成
二
十
一
年
四
月
『
日
本
語
で
書
く
と
い
う
こ
と
』

筑
摩
書
房
）、
北
川
扶
生
子
「『
虞
美
人
草
』
と
美
文
の
時
代
」（
平
成
十
二
年
五

月
『
漱
石
か
ら
漱
石
へ
』
翰
林
書
房
、
平
成
二
十
四
年
四
月
『
漱
石
の
文
法
』
水

声
社
）、齋
藤
希
史
「『
虞
美
人
草
』
―
修
辞
の
彼
方
―
」（
平
成
二
十
三
年
三
月
『
叙

説
』）
が
あ
る
。
水
村
は
、
男
を
た
ぶ
ら
か
す
「
妖
婦
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
ヒ
ロ
イ

ン
（
藤
尾
）
に
付
与
す
る
機
能
を
美
文
に
み
と
め
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
ゆ
え
に
、
ヒ

ロ
イ
ン
の
死
を
必
然
と
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
い
う
。
一
方
、
北
川
は
、
美

文
に
よ
る
人
物
造
型
が
基
盤
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ヒ
ロ
イ
ン
を
現
実
世
界
か
ら
遊

離
し
た
他
界
的
な
「
恋
愛
」
対
象
た
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
る
。
齋
藤
は

『
虞
美
人
草
』
の
修
辞
が
、
常
套
パ
タ
ー
ン
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
注
意
深
く
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
結
果
が
み
え
て
い
る
定
型
的
な
修
辞
の
枠
に
は
収

ま
り
き
ら
な
い
広
が
り
を
作
品
に
認
め
て
い
る
。

特
定
の
修
辞
を
扱
っ
た
研
究
で
は
、
隠
喩
（
メ
タ
フ
ァ
ー
）
に
つ
い
て
多
く
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
、
女
性
を
花
や
色
に
譬
え
る
隠
喩
は
『
虞
美
人
草
』
と
い

う
タ
イ
ト
ル
自
体
が
そ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
本
作
品
に
と
っ

て
重
要
な
修
辞
技
巧
で
あ
り
、
論
の
一
部
と
し
て
言
及
し
て
い
る
も
の
も
含
め
る

と
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
こ
で
は
、論
の
主
軸
に
隠
喩
を
置
い
た
阿
久
津
友
希「
漱

石
の
メ
タ
フ
ァ
ー
機
構
―
「
虞
美
人
草
」
か
ら
―
」（
平
成
九
年
三
月
『
国
語
表

現
研
究
』）
を
一
例
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。
他
の
修
辞
で
は
、
漢
詩
の
対
句
に
つ

い
て
論
じ
た
平
山
正
秋
「
夏
目
漱
石
の
文
―
と
く
に
対
句
の
使
用
に
つ
い
て
―
」

（
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
『
平
工
業
高
等
専
門
学
校
』）
や
、
俳
句
や
和
歌
の
修
辞

技
巧
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
楊
麗
雅
「
漱
石
の
小
説
に
お
け
る
比
喩
表
現
の
特
色

―
詩
的
技
法
と
の
関
連
を
通
し
て
―
」（
平
成
三
年
三
月
『
城
西
大
学
研
究
年
報

人
文
・
社
会
科
学
編
』）
な
ど
の
研
究
に
お
い
て
、『
虞
美
人
草
』
中
の
表
現
が
引

用
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
先
行
研
究
は
、提
喩
を
主
眼
に
お
い
た
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
修
辞
に
関
す
る
漱
石
の
理
論
的
背
景
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

本
稿
は
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
の
「
技
巧
論
」
を
漱
石
の
修
辞
理
論
と
捉
え
、

『
虞
美
人
草
』
に
そ
の
実
践
を
み
る
。「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
と
の
連
関
を
軸
に

『
虞
美
人
草
』
を
論
じ
た
も
の
に
、
遠
藤
佑
「
漱
石
の
反
自
然
主
義
を
め
ぐ
っ
て



漱
石
の
修
辞
技
巧

三

―
『
虞
美
人
草
』
の
周
辺
―
」（
昭
和
四
十
年
十
一
月
『
日
本
近
代
文
学
』）、
平

岡
敏
夫
「「
虞
美
人
草
」
か
ら
「
坑
夫
」「
三
四
郎
」
へ
」（
昭
和
五
十
一
年
十
月
『
漱

石
序
説
』
塙
書
房
）、
竹
盛
天
雄
「『
虞
美
人
草
』
の
綾
―
「
金
時
計
」
と
「
琴
の

音
」」（
昭
和
六
十
三
年
八
月
『
国
語
と
国
文
学
』）
な
ど
が
あ
る
が
、「
技
巧
論
」

に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
で
は
看
過
さ
れ
て
い

た
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
中
の
「
技
巧
論
」
に
基
づ
い
て
、『
虞
美
人
草
』
の

修
辞
を
分
析
す
る
。

三　

明
治
時
代
の
修
辞
学

本
節
で
は
、
西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た
日
本
の
修
辞
学
が
、
明
治
時
代
に
置
か
れ

て
い
た
状
況
を
概
観
す
る
。
今
で
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
が
、
明
治
の
日
本
に
お
い
て
、
修
辞
学
は
重
要
な
学
問
分
野
で
あ
り
、

盛
ん
に
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
。
多
く
の
理
論
書
や
実
践
書
が
翻
訳
ま
た
は
創
作

さ
れ
、
教
育
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
三
．
一
節
で
は
、
明
治
の
日
本
に
お
い
て
修

辞
学
が
担
っ
て
い
た
「
弁
論
術
」
と
「
文
章
表
現
技
法
」
と
い
う
二
つ
の
役
割
に

つ
い
て
論
じ
る
。
三
．
二
節
で
は
、
西
洋
修
辞
学
の
術
語
が
さ
ま
ざ
ま
な
名
に
翻

訳
さ
れ
た
事
実
を
述
べ
、
本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
「
堤
喩
」
の
原
語
で
あ
る

Synecdoche

が
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
た
か
、
定
義
と
併
せ
て
確
認
す
る
。

三
．
一　

二
つ
の
系
統

西
洋
か
ら
輸
入
さ
れ
た
修
辞
学
は
、
明
治
時
代
の
日
本
に
お
い
て
、
二
つ
の
役

割
を
期
待
さ
れ
て
い
た
。
第
一
は
議
会
政
治
に
お
い
て
相
手
を
説
得
す
る
た
め
の

弁
論
術
と
し
て
、
第
二
は
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
文
章
表
現
法
の
模
範
と
し

て
の
役
割
で
あ
る
。
前
者
の
系
統
に
は
、
尾
崎
行
雄
訳
述
『
公
会
演
説
法
』（
明

治
十
二
年
四
月
丸
善
）
や
黒
岩
涙
香
訳
述
『
雄
弁
美
辞
法
』（
明
治
十
五
年
三
月

与
論
社
）、
馬
場
辰
猪
『
雄
弁
法
』（
明
治
十
八
年
八
月
朝
野
新
聞
）、
沢
田
誠
武

編
『
演
説
美
辞
法
』（
明
治
二
十
年
十
二
月
青
木
嵩
山
堂
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

後
者
の
系
統
に
属
す
る
も
の
は
、
高
田
早
苗
『
美
辞
学
』（
明
治
二
十
二
年
五
月

金
港
堂
）、
坪
内
逍
遥
「
美
辞
論
稿
」（
明
治
二
十
六
年
一
月
―
六
月
、
九
月
『
早

稲
田
文
学
』）、
島
村
瀧
太
郎
（
抱
月
）『
新
美
辞
学
』（
明
治
三
十
五
年
五
月
東
京

専
門
学
校
出
版
部
）、
五
十
嵐
力
『
新
文
章
講
話
』（
明
治
四
十
二
年
十
月
早
稲
田

大
学
出
版
部
）
な
ど
で
あ
る（
6
）。

巧
み
な
文
章
表
現
を
教
え
る
修
辞
学
は
、
言
語
芸
術
で
あ
る
文
学
に
も
有
効
に

働
く
。
坪
内
逍
遥
や
島
村
抱
月
な
ど
、
近
代
文
学
の
確
立
に
尽
力
し
た
者
た
ち
が

修
辞
学
書
を
著
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
修
辞
学
は
文
章
の
改
良

と
共
に
、
文
学
の
改
良
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
以
降
、
弁

論
術
と
し
て
の
修
辞
学
で
は
な
く
、
文
章
表
現
の
模
範
と
し
て
の
修
辞
学
に
焦
点

を
あ
て
論
を
進
め
て
い
く
。

三
．
二　

修
辞
技
法
の
翻
訳

日
本
の
修
辞
学
者
た
ち
が
ま
ず
取
り
組
む
べ
き
は
、
西
洋
由
来
の
術
語
を
翻
訳

す
る
作
業
で
あ
っ
た
。
訳
者
に
よ
っ
て
訳
名
は
様
々
で
、
一
つ
の
術
語
に
対
し
て

複
数
の
訳
名
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
他
の
修
辞
技
法
の
例
に
も
れ

ず
、
本
稿
で
取
り
上
げ
るSynecdoche

に
も
様
々
な
訳
名
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
さ

ら
に
事
情
を
複
雑
に
し
て
い
る
の
は
、
翻
訳
元
のS

yn
ecd

o
ch

e

と
い
う
語
自
体
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四

の
意
味
の
範
囲
が
揺
ら
い
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
修
辞
技
法
で
も
研

究
者
に
よ
っ
て
見
解
の
ず
れ
は
生
じ
る
も
の
だ
が
、Synecdoche

は
そ
の
幅
が
特

に
大
き
く
、
議
論
の
俎
上
に
置
か
れ
る
こ
と
の
多
い
修
辞
技
法
な
の
で
あ
る（
7
）。

Synecdoche

は
部
分
で
全
体
を
表
す（
あ
る
い
は
全
体
で
部
分
を
表
す
）技
巧
、

ま
た
は
種
で
類
を
表
す
（
あ
る
い
は
類
で
種
を
表
す
）
技
巧
で
あ
る
と
一
般
的
に

説
明
さ
れ
る
。
た
だ
、
こ
の
説
明
の
み
で
は
分
類
し
難
い
多
く
の
境
界
事
例
が
生

ま
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
部
分
全
体
関
係
に
基
づ
く
も
の

に
つ
い
て
特
に
当
て
は
ま
る
。
例
え
ば
、
眼
と
人
物
は
部
分
全
体
関
係
に
あ
る
と

い
え
る
が
、
眼
鏡
と
人
物
で
は
ど
う
か
。
眼
鏡
は
取
り
外
し
可
能
で
あ
る
か
ら
、

部
分
全
体
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。

実
際
、
眼
鏡
で
人
物
を
表
す
表
現
は
、
提
喩
で
は
な
く
換
喩
と
称
さ
れ
る
場
合
が

多
い
。
換
喩
と
は
、
あ
る
も
の
を
そ
れ
に
関
係
し
た
別
の
も
の
に
よ
っ
て
表
現
す

る
修
辞
技
法
で
、
容
器
で
中
身
を
表
す
も
の
（「
や
か
ん
が
沸
い
た
」）、
原
因
で

結
果
を
表
す
も
の
（「
筆
を
擱
く
」）、地
名
で
産
物
を
表
す
も
の
（「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ

は
お
い
し
い
」）、
付
属
物
で
主
体
を
表
す
も
の
（「
相
手
は
黒
帯
だ
」）
な
ど
が
あ

る
。
眼
鏡
と
人
物
は
、
付
属
物
と
主
体
の
関
係
に
あ
り
、
一
般
的
に
は
換
喩
と
み

な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
眼
鏡
を
常
用
し
て
お
り
、
眼
鏡
な
し
の
姿
を
想

像
し
に
く
い
よ
う
な
人
物
の
場
合
は
、
や
は
り
部
分
全
体
関
係
に
あ
る
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
と
も
思
え
る
。
ま
た
、
髪
の
毛
で
人
物
を
表
す
の
は
提
喩
だ
が
、

か
つ
ら
で
人
物
を
表
す
の
は
換
喩
だ
と
す
る
の
は
い
か
に
も
無
意
味
な
分
類
に
感

じ
ら
れ
る
。
線
引
き
は
極
め
て
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
境
界
を
定
め
る
こ
と
に
さ
し

た
る
有
効
性
が
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
の
結
果
、分
類
の
煩
を
避
け
る
た
め
に
、

提
喩
（Synecdoche

）
は
換
喩
（M

etonym
y

）
の
一
種
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
明
治
の
日
本
に
お
い
て
も
、
五
十
嵐
が
「
一
部
分
を
提
示
し
て
全

体
を
察
せ
し
め
、
或
は
主
体
に
関
係
あ
る
事
物
を
掲
げ
て
主
体
を
察
せ
し
む
る
詞

姿
」（『
新
文
章
講
話
』「
第
二
編
第
二
十
五
章　

挙
偶
法
」
三
四
七
頁
）
を
全
て

同
一
の
修
辞
と
し
て
、「
挙
偶
法
」
な
る
術
語
を
提
案
し
た
が
、
定
着
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。

本
稿
で
は
、
①
部
分
と
全
体
（
種
と
類
も
含
む
）
に
関
す
る
修
辞
、
②
付
属
物

と
主
体
に
関
す
る
修
辞
の
二
つ
を
、
今
日S

yn
ecd

o
ch

e

の
訳
語
と
し
て
定
着
し

て
い
る
提
喩
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
①
に
は
、身
体
部
位
で
人
間
全
体
を
指
す「
大

き
な
鼻
が
茶
を
す
す
っ
て
い
る
」
な
ど
の
表
現
が
あ
て
は
ま
る
。
②
に
は
、
衣
服

で
人
間
を
指
す
「
赤
シ
ャ
ツ
が
笑
い
な
が
ら
近
づ
い
て
く
る
」
な
ど
の
表
現
が
あ

て
は
ま
る
。
②
は
、
一
般
的
に
換
喩
（M

eto
n

ym
y

）
と
分
類
さ
れ
る
が
、
あ
え

て
提
喩
と
い
う
語
を
用
い
た
の
は
、
②
が
部
分
全
体
に
類
似
し
た
関
係
に
基
づ
く

修
辞
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。
②
の
付
属
物
と
主
体
に
関
す
る
修

辞
と
し
て
本
稿
が
例
示
す
る
の
は
、
身
に
付
け
る
物
、
あ
る
い
は
手
に
持
つ
物
に

よ
っ
て
人
間
全
体
を
表
す
修
辞
で
あ
り
、
部
分
全
体
に
類
似
し
た
関
係
に
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
強
引
で
は
な
い
と
考
え
る
。

明
治
の
修
辞
学
に
お
い
て
、
①
と
②
を
同
じ
修
辞
と
み
る
か
否
か
の
見
解
は
、

修
辞
学
者
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
彼
ら
の
つ
け
た
訳
名
か
ら
う
か
が

え
る
。
坪
内
に
よ
る
と（
8
）、
提
喩
と
い
う
訳
名
を
生
み
出
し
た
の
は
明
治
の
翻
訳

家
、
森
田
思
軒
で
あ
る
。
森
田
の
「
和
歌
を
論
ず
」（
明
治
二
十
一
年
十
二
月
『
国

民
之
友
』）
と
い
う
論
文
に
提
喩
と
い
う
訳
名
が
確
認
で
き
、
こ
の
論
文
の
中
で
森

田
は
、
①
と
②
の
双
方
を
提
喩
と
称
し
て
い
る
。
高
田
は
『
美
辞
学
』（9
）の
中
で
、

①
と
②
に
「
相
換
」
と
い
う
森
田
と
は
別
の
名
を
つ
け
た
。
坪
内
、
島
村
は
そ
れ



漱
石
の
修
辞
技
巧

五

ぞ
れ
、「
文
の
す
が
た
」、『
新
美
辞
学
』
の
中
で
、
①
を
提
喩
②
を
換
喩
と
し
て
両

者
を
区
別
し
た
。
前
橋
孝
義
編
『
中
等
教
育
文
章
教
科
書
』（
明
治
二
十
四
年
五
月

富
山
房
書
店
）
で
も
両
者
は
区
別
さ
れ
る
が
、
訳
名
は
①
が
換
称
法
、
②
が
伴
称

法
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
五
十
嵐
は
『
新
文
章
講
話
』
に
お
い
て
、

①
と
②
を
含
め
た
も
の
と
し
て
、「
挙
偶
法
」
と
い
う
術
語
を
提
案
し
た
。

以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
表
一
の
よ
う
に
な
る（
10
）。
森
田
、
高
田
、

五
十
嵐
が
両
者
を
同
一
の
修
辞
と
捉
え
て
い
た
の
に
対
し
、
前
橋
、
坪
内
、
島
村

は
両
者
を
区
別
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

四　

漱
石
と
修
辞

前
節
で
記
し
た
よ
う
に
、
修
辞
学
は
明
治
時
代
後
半
の
日
本
に
お
い
て
、
盛

ん
に
研
究
が
な
さ
れ
て
い
た
。
本
節
で
は
、
同
時
代
に
生
き
た
漱
石
が
修
辞
学

を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
い
た
か
を
み
る
。
漱
石
が
修
辞
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
こ
と
は
、
蔵
書
や
著
作
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
修
辞
の
問
題

に
一
編
を
割
い
て
論
じ
て
い
る
『
文
学
論
』（
明
治
四
十
年
五
月
大
倉
書
店
）
は
、

連
合
心
理
学
に
基
づ
い
た
修
辞
学
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る（
11
）。
こ
の
修
辞
学
は
、
主
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
で
発
達
し
た
も
の
で
あ
り
、

漱
石
は
西
洋
の
修
辞
学
を
学
ん
だ
上
で
自
身
の
理
論
に
取
り
入
れ
て
い
た
と
推
測

さ
れ
る
。
四
．
一
節
で
は
、
漱
石
の
修
辞
学
関
係
の
蔵
書
を
挙
げ
、
西
洋
修
辞
学

の
受
容
を
確
認
す
る
。
四
．
二
節
で
は
、
漱
石
の
修
辞
技
巧
観
を
示
す
も
の
と
し

て
、
評
論
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
の
「
技
巧
論
」
を
紹
介
す
る
。

四
．
一　

修
辞
学
関
係
の
蔵
書

漱
石
の
蔵
書
中
に
確
認
で
き
る
修
辞
学
関
係
の
資
料
は
次
に
示
す
四
点
で
あ

る（
12
）。
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①
に
は
相
当
の
書
き
込
み
が
確
認
さ
れ
、
講
義
「
英
文
学
形
式
論
」（
皆
川
正

禧
編
大
正
十
三
年
九
月
岩
波
書
店
）
に
お
い
て
も
、
内
容
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
て

表一　①部分と全体②付属物と主体に関する修辞の訳名
①部分と全体 ②付属物と主体

[1]森田（明治 21 年） 提喩 提喩
[2]高田（明治 22 年） 相換 相換
[3]前橋（明治 24 年） 換称法 伴称法
[4]坪内（明治 29 年） 提喩 換喩
[5]島村（明治 35 年） 提喩 換喩
[6]五十嵐（明治 42 年） 挙偶法 挙偶法
（注）表中の氏名横の括弧は文献の出版年を示す。訳名は以下
の文献で確認することができる。
[1]森田思軒「和歌を論ず　三」明治 21 年 12 月『国民之友』
民友社、pp.18-23
[2]高田早苗『美辞学　前篇』明治 22 年 5 月金港堂、「修飾を
論ず（第二）　其二相換」pp.141-143
[3]前橋孝義『中等教育文章教科書』明治 24 年 5 月富山房書店、
「第一篇第一章　第六伴称法　第七換称法」pp26-29
[4]坪内雄蔵（逍遥）『文学その折々』明治 29 年 9 月春陽堂、「文
のすがた」pp.602-603
[5]島村瀧太郎（抱月）『新美辞学』明治 35年 5月東京専門学校
出版部、「第二編第七章第三項提喩法第四項換喩法」pp.313-321
[6]五十嵐力『新文章講話』明治 42 年 10 月早稲田大学出版部、
「第二編第二十五章挙偶法」pp.347-352
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い
る（
13
）。
漱
石
が
西
洋
修
辞
学
を
熱
心
に
学
ん
で
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
で
あ

る
。
①
の
著
者
と
内
容
に
つ
い
て
、少
し
触
れ
て
お
く
。
著
者
の
ブ
レ
ア
（H

ugh 

B
lair, 1718

1800

）
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
に
お
い
て
詩

学
、
修
辞
学
の
教
鞭
を
執
っ
た
。
主
著L

e
c
tu

r
e
s
 o

n
 R

h
e
to

r
i
c
 a

n
d
 B

e
lle

s
 

L
e
ttr

e
s

は
講
義
内
容
を
出
版
し
た
も
の
で
、
一
七
八
三
年
か
ら
一
八
二
五
年
ま

で
の
間
に
十
四
版
を
重
ね
た
。
漱
石
の
蔵
書
は
一
八
二
四
年
版
で
あ
る
。
本
書
は
、

明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
五
月
『
泰
西
論
弁
学
要
訣
』（
尚
書
堂
）
と
い
う
名

で
訳
述
さ
れ
て
お
り
、明
治
前
期
に
お
け
る
唯
一
の
、十
八
世
紀
の
英
国
レ
ト
リ
ッ

ク
の
導
入
例
で
あ
る（
14
）。

四
．
二　

評
論
『
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
』
に
み
る
漱
石
の
技
巧
観

修
辞
技
巧
に
対
す
る
漱
石
の
考
え
を
示
す
も
の
と
し
て
重
要
な
の
は
、
理
論
的

著
作
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
漱
石
の
修
辞
技
巧
観
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
『
文
学
論
』
で
は
な
く
、そ
の
「
補
遺
」（
小
宮
豊
隆
『
漱

石
全
集　

第
二
十
巻
』
解
説
、
昭
和
三
十
二
年
二
月
岩
波
書
店
、
二
六
四
頁
）
と

目
さ
れ
る
評
論
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
を
考
察
の
対
象
と
す
る
。
四
．
二
．
一

節
で
書
誌
事
項
と
梗
概
を
確
認
し
た
後
、
四
．
二
．
二
節
で
修
辞
技
巧
に
関
す
る

箇
所
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
四
．
二
．
三
節
で
は
、
漱
石
の
修
辞
分
析
が
提
喩
と

い
う
概
念
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

四
．
二
．
一　

書
誌
事
項
と
梗
概

「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
は
明
治
四
十
年
四
月
二
十
日
、
東
京
美
術
学
校
文
学

会
で
の
講
演
を
土
台
と
し
た
評
論
で
あ
る
。
講
演
内
容
は
漱
石
自
身
の
手
に
よ
っ

て
修
正
が
加
え
ら
れ
、
東
京
、
大
阪
両
『
朝
日
新
聞
』
に
同
年
五
月
四
日
か
ら
六

月
四
日
に
か
け
て
、
二
十
七
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
本
稿
の
引
用

は
す
べ
て
『
東
京
朝
日
新
聞
〈
復
刻
版
〉
明
治
編
一
七
〇
巻　

明
治
四
十
年
五
月
』

（
平
成
十
一
年
十
一
月
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る
。
五
月
三
日（
15
）の
「
入

社
の
辞
」
に
つ
づ
い
て
発
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
新
聞
紙
上
で
述
作
活
動
を

行
う
に
あ
た
っ
て
、
自
身
の
思
想
的
基
盤
を
明
ら
か
に
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
み

ら
れ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
『
虞
美
人
草
』
は
「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
の
掲

載
に
続
く
六
月
四
日
か
ら
創
作
が
開
始
さ
れ
て
お
り（
16
）、
両
者
は
理
論
と
そ
の

実
践
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、
そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
っ
た
研
究
も
存
在

し
て
い
る（
17
）。

内
容
と
し
て
は
、
意
識
の
心
理
学
的
分
析
か
ら
論
を
起
こ
し
、
文
芸
の
理
想
、

作
家
の
使
命
を
説
く
も
の
に
な
っ
て
お
り
、お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
。

人
間
の
生
命
は
意
識
の
連
続
で
あ
り
、
意
識
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
連
続
さ
せ
る

か
「
選
択
」
す
る
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
選
択
は
「
理
想
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
。
文
芸
に
つ
い
て
言
え
ば
、
真
善
美
壮
の
四
種
が
理
想
で
あ
り
、
作
家
は
技
巧

を
用
い
て
理
想
を
作
物
に
表
す
。
作
物
に
表
さ
れ
た
理
想
に
共
感
す
る
受
け
手
が

少
し
で
も
い
る
な
ら
ば
、
社
会
の
大
意
識
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
な
り
、
作
家

と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
た
こ
と
に
な
る
。
漱
石
は
望
ま
し
い
方
向
へ
読
者
の
意

識
を
導
く
と
い
う
使
命
を
、
創
作
上
の
基
礎
に
据
え
た
と
い
え
る
。

四
．
二
．
二　

技
巧
論

「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
中
、
技
巧
に
関
し
て
述
べ
た
箇
所
は
、
新
聞
掲
載
時

に
「
技
巧
論
」
と
題
さ
れ
て
発
表
さ
れ
て
お
り
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
で
は
、
五



漱
石
の
修
辞
技
巧

七

月
二
十
九
日
か
ら
六
月
一
日
ま
で
の
四
回
分
が
そ
れ
に
当
た
る
。
梗
概
で
記
し
た

よ
う
に
、
漱
石
は
理
想
を
文
芸
に
表
す
手
段
と
し
て
技
巧
を
重
視
し
て
い
た
。
次

に
引
用
す
る
箇
所
は
、
漱
石
の
技
巧
観
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。

理
想
と
は
何
で
も
な
い
。
如
何
に
し
て
生
存
す
る
が
尤
も
よ
き
か
の
問
題
に

対
し
て
与
へ
た
る
答
案
に
過
ぎ
ん
の
で
あ
り
ま
す
。
画
家
の
画
、文
士
の
文
、

は
皆
此
答
案
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
答
案
が
有
力
で
あ
る
為
に
は
明
瞭
で

な
け
れ
ば
な
ら
ん
、
折
角
の
名
答
も
不
明
瞭
で
あ
る
な
ら
ば
、
相
互
の
意
志

が
疎
通
せ
ぬ
様
な
不
都
合
に
陥
り
ま
す
。
所
謂
技
巧
と
称
す
る
も
の
は
、
此

答
案
を
明
瞭
に
す
る
為
め
に
文
芸
の
士
が
利
用
す
る
道
具
で
あ
り
ま
す
。

（
明
治
四
十
年
五
月
二
十
九
日
、
二
二
七
頁
）

「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
で
は
、
技
巧
の
重
要
性
を
説
く
た
め
に
﹇
1
﹈
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
と
﹇
2
﹈
デ
フ
ォ
ー
の
句
が
対
比
さ
れ
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
方
が

技
巧
の
点
で
優
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る（
18
）。

[1]U
neasy lies the head that w

ears a crow
n.  

　
（T

h
e
 S

e
c
o
n

d
 P

a
r
t o

f K
in

g
 H

e
n

r
y
 th

e
 F

o
u

r
th, A

ct3, Sc1, L31

）

訳
（
漱
石
）「
冠
を
戴
く
頭
は
安
き
ひ
ま
な
し
」

[2]  K
ings frequently lam

ented the m
iserable consequences of being 

born to great things, and w
ished they had been placed in the 

m
iddle of the tw

o extrem
es, betw

een the m
ean and the great.

　
（R

o
b
in

s
o
n

 C
r
u

s
o
e

）

訳
（
漱
石
）「
高
貴
の
身
に
生
れ
た
る
不
幸
を
悲
し
ん
で
、
両
極
の
中
、
上

下
の
間
に
世
を
送
り
た
く
思
ふ
は
帝
王
の
習
ひ
な
り
」

 

（
明
治
四
十
年
五
月
二
十
九
日
、
二
二
七
頁
）

ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
を
表
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
二
句
を
読
ん
で
受
け
る

印
象
が
大
変
異
な
る
の
は
、
技
巧
の
点
に
お
い
て
大
き
な
差
違
が
あ
る
か
ら
だ
と

漱
石
は
考
え
る
。
二
句
に
対
す
る
分
析
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
句
の
分
析

帝
王
と
云
へ
ば
個
人
と
し
て
帝
王
の
全
部
を
想
像
せ
ね
ば
な
ら
ん
、
全
部
を

想
像
す
る
と
勢
ぼ
ん
や
り
す
る
。
ぼ
ん
や
り
し
な
い
為
に
、
局
部
を
想
像
し

や
う
と
す
る
と
、
局
部
が
沢
山
あ
る
の
で
、
ど
こ
を
想
像
し
て
よ
い
か
分
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
沙
翁
は
多
く
あ
る
局
部
の
う
ち
で
、
こ
こ
を
想
像
す
る

の
が
一
番
い
い
と
教
へ
て
呉
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
明
瞭
な
の
は

局
部
に
過
ぎ
ぬ
け
れ
ど
も
、
此
局
部
がk

in
g

を
代
表
し
て
然
る
べ
き
精
髄

で
あ
る
か
ら
し
て
、
こ
こ
が
明
瞭
に
見
え
れ
ば
全
体
を
明
瞭
に
見
た
と
同
じ

事
に
な
る
。（
中
略
）
此
要
点
を
空
間
に
配
し
て
云
ふ
と
、
沙
翁
はk

in
g

と

云
ふ
大
き
な
も
の
を
縮
め
て
、
単
な
る
「
冠
を
戴
く
頭
」
に
変
化
さ
し
て
呉

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
か
く
し
て
六
尺
の
人
は
一
尺
に
足
ら
ぬ
頭
と
煎
じ
詰

め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

（
明
治
四
十
年
五
月
三
十
日
、
二
三
五
頁
）
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八

デ
フ
ォ
ー
の
句
の
分
析

長
い
も
の
は
長
い
な
り
、
短
い
も
の
は
短
い
な
り
に
書
き
放
し
て
毫
も
煎
じ

詰
め
た
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
遠
景
を
見
る
の
に
肉
眼
で
見
て
居
ま
す
。
度
を

合
わ
せ
ぬ
の
み
か
、
双
眼
鏡
を
用
ひ
や
う
と
も
し
ま
せ
ん
。
ま
あ
智
恵
の
な

い
叙
法
と
云
つ
て
よ
い
で
せ
う
。
或
は
心
配
し
て
読
者
の
便
宜
を
は
か
つ
て

呉
れ
ぬ
書
き
方
、
呑
気
も
し
く
は
不
親
切
な
書
き
方
と
云
つ
て
も
悪
く
は
あ

り
ま
す
ま
い
。
も
し
く
は
伸
縮
法
を
解
せ
ぬ
、
弾
力
性
の
な
い
文
章
と
評
し

て
も
構
わ
な
い
で
せ
う
。

（
明
治
四
十
年
五
月
三
十
一
日
、
二
四
三
頁
）

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
句
は
全
体
か
ら
局
部
へ
と
焦
点
を
絞
っ
た
書
き
方
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
デ
フ
ォ
ー
の
句
は
焦
点
の
定
ま
ら
な
い
ぼ
ん
や
り
と
し
た
書
き
方

だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
漱
石
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
方
が
デ
フ
ォ
ー
よ
り
も
、

技
巧
の
点
で
優
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
上
で
、「
此
批
評
に
よ
つ
て
、
我
々
の

得
た
結
論
は
何
で
あ
る
か
と
云
ふ
と
、
文
芸
に
在
つ
て
技
巧
は
大
切
な
も
の
で
あ

る
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
す
。
も
し
技
巧
が
な
け
れ
ば
折
角
の
思
想
も
、
気
の
毒
な

事
に
、左
程
な
利
目
が
出
て
来
な
い
」（
明
治
四
十
年
五
月
三
十
一
日
、二
四
三
頁
）

と
ま
と
め
て
い
る
。

四
．
二
．
三　

提
喩
を
踏
ま
え
た
分
析

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
と
デ
フ
ォ
ー
の
句
に
対
す
る
分
析
は
、
塚
本
利
明
が
指
摘
す

る
よ
う
に（
19
）、
部
分
と
全
体
関
係
に
基
づ
く
提
喩
の
概
念
を
踏
ま
え
た
も
の
で

あ
る
。
例
え
ば
、
三
．
一
節
で
紹
介
し
たL

e
c
tu

r
e
s
 o

n
 R

h
e
to

r
ic

 a
n

d
 B

e
lle

 

L
e
ttr

e
s

のSynecdoche

の
説
明
に
は
、

W
hen the w

hole is put for a part, or a part for the w
hole ; （

中
略
）

th
e figu

re is th
en called a syn

ecd
o

ch
e.  It is very co

m
m

o
n

, fo
r 

instance, to describe a w
hole object by som

e rem
arkable part of 

it; as w
h

en w
e say, 

“A fleet o
f so m

an
y sail

”, in th
e p

lace o
f 

“ships

”, w
hen w

e use 

‶head

” for the 

‶person

”, the 

“pole

” for the 

“earth

”, the 

‶waves

” for the 

‶sea

”.（1824, LE
C

T
U

R
E14, p.178

）

訳
（
鳶
野
）
全
体
が
部
分
を
表
す
場
合
、
あ
る
い
は
部
分
が
全
体
を
表
す
場

合
、そ
の
文
彩
は
提
喩synecdoche

と
呼
ば
れ
る
。
特
徴
的
な
部
分
で
も
っ

て
全
体
を
描
写
す
る
の
は
非
常
に
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
例
え
ば
「
船
」
の
代

わ
り
に「
た
く
さ
ん
の
帆
の
艦
隊
」と
言
っ
た
り
、「
人
物
」の
代
わ
り
に「
頭
」、

「
地
球
」
の
代
わ
り
に
「
極
」、「
海
」
の
代
わ
り
に
「
波
」
を
用
い
た
り
す
る
。

と
あ
り
、「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
で
述
べ
ら
れ
る
頭
部
（
局
部
）
と
人
物
（
全
体
）

に
関
す
る
修
辞
技
巧
は
西
洋
修
辞
学
に
お
け
るS

yn
ecd

o
ch

e

の
基
本
概
念
に
相

当
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
西
洋
修
辞
学
を
学
ん
で
い
た
漱
石
は
、S

yn
ecd

o
ch

e

の
概
念
を
理
解
し
た
上
で
、
独
自
の
説
明
を
試
み
た
と
い
え
る
。

「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
に
お
け
る
分
析
は
、
雑
誌
『
新
声
』
に
掲
載
さ
れ
た

談
話
「
自
然
を
写
す
文
章
」（
明
治
三
十
九
年
十
一
月
、昭
和
五
十
八
年
一
月
『
雑

誌
叢
書
三　

新
声　

第
二
十
一
巻
』
ゆ
ま
に
書
房
）
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
自

然
を
写
す
の
に
精
細
な
描
写
は
必
要
な
く
、
長
々
し
く
筆
を
弄
す
る
よ
り
も
、
風

景
の
中
の
中
心
点
を
読
者
に
示
し
て
、
面
白
味
が
あ
る
よ
う
に
書
く
の
が
文
学
者



漱
石
の
修
辞
技
巧

九

の
手
際
だ
と
す
る
論
で
、「
要
す
る
に
自
然
に
し
ろ
、
事
物
に
し
ろ
、
之
を
描
写

す
る
に
、
そ
の
連
想
に
ま
か
せ
得
る
だ
け
の
中
心
点
を
捉
へ
得
れ
ば
そ
れ
で
足
り

る
」（
五
四
〇
頁
）
と
い
う
の
が
、
漱
石
の
主
張
で
あ
っ
た
。

中
心
的
な
部
分
の
み
を
示
す
提
喩
と
い
う
技
巧
に
対
す
る
漱
石
の
関
心
は
高

か
っ
た
。
優
れ
た
技
巧
の
例
と
さ
れ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
句
は
、
漱
石
の
蔵
書

の
一
つ
、
ア
ボ
ッ
ト（
20
）のH

o
w

 to
 W

r
ite

 C
le

a
r
ly

 ; R
u

le
s
 a

n
d
 E

x
e
r
c
is

e
s
 

o
n

 E
n

g
li

s
h
 C

o
m

p
o
s
i
ti

o
n

に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ボ
ッ
ト
は
メ
タ

フ
ァ
ー
す
な
わ
ち
隠
喩
と
し
て
分
析
し
て
お
り
、
部
分
と
全
体
に
基
づ
く
技
巧
と

い
う
点
に
は
注
目
し
て
い
な
い
。
ア
ボ
ッ
ト
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
句
を
隠
喩
の

優
れ
た
例
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
漱
石
は
提
喩
を
念
頭
に
置
い
た

分
析
を
加
え
て
お
り
、
部
分
と
全
体
と
い
う
提
喩
的
な
見
方
が
漱
石
に
浸
透
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

五　

小
説
に
お
け
る
提
喩

「
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
」
の
「
技
巧
論
」
で
は
、
人
物
に
関
す
る
提
喩
が
分
析

の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。
本
節
で
は
、「
技
巧
論
」
に
基
づ
い
た
実
践
と
し
て
『
虞

美
人
草
』
の
登
場
人
物
に
関
す
る
提
喩
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。
そ
の
前
提
と
し

て
、
小
説
と
い
う
文
学
ジ
ャ
ン
ル
一
般
に
お
い
て
、
登
場
人
物
に
対
し
て
、
提
喩

が
用
い
ら
れ
る
の
は
如
何
な
る
場
合
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
五
．
一
節
で
は
、

小
説
の
登
場
人
物
に
関
す
る
提
喩
の
使
用
例
を
二
つ
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使

用
理
由
を
考
察
す
る
。
五
．
二
節
で
は
、『
虞
美
人
草
』
の
該
当
箇
所
を
指
摘
し
、

個
々
の
提
喩
に
関
し
て
詳
し
く
述
べ
る
。

五
．
一　

二
つ
の
使
用
例

一
般
に
、
小
説
の
登
場
人
物
に
関
す
る
提
喩
に
つ
い
て
、
次
の
二
つ
を
区
別
し

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
一
つ
は
名
も
な
き
登
場
人
物
を
描
写
す
る
提
喩
、
も
う

一
つ
は
主
要
な
登
場
人
物
を
描
写
す
る
提
喩
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、
両
者
が
使

用
さ
れ
る
理
由
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

一
つ
目
の
提
喩
が
用
い
ら
れ
る
理
由
は
、
名
前
が
な
い
ゆ
え
に
、
名
前
で
呼
ぶ

こ
と
が
で
き
ず
、
知
覚
的
に
際
立
っ
た
一
部
分
で
人
物
全
体
を
表
さ
ざ
る
を
得
な

い
た
め
で
あ
る
。
こ
の
提
喩
が
用
い
ら
れ
る
対
象
は
、
小
説
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
さ
な
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
一
例
を
尾
崎
紅
葉
の『
金
色
夜
叉
』

か
ら
挙
げ
る
。

名
も
な
き
登
場
人
物
に
関
す
る
提
喩

﹇
Ａ
﹈「
物
取
か
。
恨
を
受
け
る
覚
は
無
い
ぞ
！
」

「
黙
れ
！
」
と
弓・

の・

折・

の
寄
る
を
、
寛
一
は
片
手
に
障さ
さ

へ
て
、

「
僕
は
間
貫
一
と
い
ふ
者
だ
。（
中
略
）

貫
一
は
跳
起
き
て
三
歩
ば
か
り
も
の
が

れ
し
を
、
打う
ち
こ転
け
し
梹・

・

・
榔
子
の

躍
り
蒐か
か

り
て
、
拝お
が
み
う
ち打
に
下お
ろ

せ
る
杖
は
小
鬢
を
掠
り
、
肩
を
辷
り
て
、

鞄
持
つ
手
を
断ち
ぎ

れ
む
ば
か
り
に
撲
ち
け
る
を
（
中
略
）

梹
「
如ど

う何
で
す
、
も
う
可
い
に
し
ま
せ
う
か
。」

弓
「
此こ
い
つ奴
お
れ
の
鼻
面
へ
下
駄
を
打
着
け
よ
つ
た
、
あ
ゝ
、
痛
。」（21
）

（
後
篇
八
の
三
、
明
治
三
十
年
十
一
月
日（
22
））

﹇
Ａ
﹈
は
主
人
公
の
貫
一
が
、
暴
漢
に
襲
わ
れ
る
場
面
で
、
名
も
な
き
暴
漢
た
ち
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一
〇

は
持
っ
て
い
る
武
器
（
弓
の
折
の
杖
と
梹び
ん
ろ
う
じ

榔
子
の
杖
）
で
表
さ
れ
る
。
暴
漢
の
セ

リ
フ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
梹
」「
弓
」
と
付
さ
れ
お
り
、
ど
ち
ら
の
セ
リ
フ
で
あ
る

か
が
明
示
さ
れ
る
。
弓
の
折
と
梹
榔
子
は
そ
れ
ぞ
れ
傍
点
が
付
さ
れ
、
字
義
通
り

で
は
な
い
特
別
な
表
現
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

二
つ
目
の
提
喩
は
、
名
前
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
主
要
な
登
場
人
物
に
対
し

て
用
い
ら
れ
る
提
喩
で
あ
る
。
こ
の
提
喩
が
用
い
ら
れ
る
理
由
は
、
人
物
の
あ
る

一
面
を
読
者
に
強
く
意
識
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
あ
え
て
名
前
で
は
な
く
象
徴
的

な
部
分
に
よ
っ
て
表
現
す
る
。
強
調
し
た
い
性
質
が
象
徴
的
に
現
れ
て
い
る
部
分

の
み
を
表
現
す
る
こ
と
で
、
他
の
性
質
が
捨
象
さ
れ
、
特
定
の
性
質
が
際
立
つ
と

い
う
効
果
が
あ
る
。
例
を
同
じ
く
、『
金
色
夜
叉
』
か
ら
引
く
。

主
要
な
登
場
人
物
に
関
す
る
提
喩

﹇
Ｂ
﹈「
嫁
に
遣
る
と
有お
つ
し
や仰
る
の
は
、
何ど
ち
ら方
へ
御
遣
し
に
な
る
の
で
す
か
。」

「
そ
れ
は
未
だ
聢し
か

と
は
極
ら
ん
が
の
、
下し
た
や谷
に
富
山
銀
行
と
云
ふ
の
が

あ
る
、
そ
れ
、
富
山
重
平
な
、
彼あ
れ

の
息
子
の
嫁
に
欲
し
い
と
云
ふ
話

が
あ
る
の
で
。」（
中
略
）

彼
は
競
争
者
の
金ダ
イ
ア
モ
ン
ド

剛
石
な
る
を
聞
き
て
、
一
度
は
汚
さ
れ
、
辱
め
ら

れ
た
ら
む
や
う
に
怒
を
作
せ
し
か
ど
、
既
に
勝
負
は
分
明
に
し
て
、

我
は
手
を
束
ね
て
此
弱
敵
の
自
ら
僵た
お

る
ゝ
を
看
む
と
思
へ
ば
、
心
稍

落
居
ぬ
。 

（
前
篇
六
の
六
、
明
治
三
十
年
二
月
五
日
）

﹇
Ｃ
﹈「
宮
さ
ん
、
今
の
奴
は
此
間
の
骨か

る
た牌
に
来
て
居
た
金ダ
イ
ア
モ
ン
ド

剛
石
だ
ね
。」

宮
は
俯
き
て
唇
を
咬
み
ぬ
。（
前
篇
七
の
五
、明
治
三
十
年
二
月
十
五
日
）

﹇
Ｂ
﹈﹇
Ｃ
﹈
の
傍
線
部
は
と
も
に
、
富
山
唯
継
と
い
う
男
に
対
し
て
貫
一
の
視
点

か
ら
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
貫
一
は
許
嫁
で
あ
る
宮
を
唯
継
が
嫁
に
欲
し
が
っ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
怒
り
と
侮
蔑
を
込
め
て
、
唯
継
を
、
彼
が
身
に
付
け
て
い

る
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
指
輪
で
呼
ん
で
い
る
。
貫
一
と
宮
は
新
年
の
か
る
た
会
で
一

度
、唯
継
に
会
っ
て
お
り
、か
る
た
会
で
そ
の
指
輪
は
話
題
の
的
で
あ
っ
た
。﹇
Ｂ
﹈

の
前
半
は
貫
一
と
宮
の
父
親
と
の
会
話
で
あ
る
。
父
親
の
言
葉
に
対
す
る
反
応
か

ら
、
貫
一
は
富
山
重
平
の
息
子
が
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
の
指
輪
を
は
め
て
い
た
男
だ
と

知
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
名
前
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
あ
え
て
名
前
で
呼
ば

な
い
の
は
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
に
象
徴
さ
れ
る
、
富
を
ひ
け
ら
か
す
驕
慢
な
唯
継
の

性
質
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
二
種
類
の
提
喩
、
す
な
わ
ち
、
名
も
な
き
登
場
人
物

に
関
す
る
提
喩
と
、
主
要
な
登
場
人
物
に
関
す
る
提
喩
を
、
人
物
に
関
す
る
提
喩

の
重
要
な
区
分
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
名
前
で
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
に
提
喩
が
使
用
さ
れ
る
前
者
に
対
し
、
後
者
は
、
人
物
の
あ
る
一
面
を
際

立
た
せ
る
た
め
に
提
喩
が
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
の
使
用
理
由
に
は

大
き
な
差
異
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
小
説
の
提
喩
す
べ
て
に
対
し

て
、
こ
の
見
方
が
あ
て
は
ま
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
は
認

め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

五
．
二　
『
虞
美
人
草
』
の
提
喩

二
種
類
の
提
喩
は
、『
虞
美
人
草
』
に
お
い
て
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
本

節
で
は
、『
虞
美
人
草
』
に
現
れ
る
提
喩
を
二
つ
の
使
用
例
に
分
け
て
列
挙
し
た

上
で
、
主
要
な
登
場
人
物
に
関
す
る
提
喩
に
つ
い
て
は
、
焦
点
化
さ
れ
る
特
徴
も
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併
せ
て
考
察
す
る
。
ま
ず
、
五
．
二
．
一
節
で
書
誌
事
項
と
梗
概
を
確
認
す
る
。

次
に
、
五
．
二
．
二
節
と
五
．
二
．
三
節
で
は
、
名
も
な
き
登
場
人
物
に
対
し
て

用
い
ら
れ
る
提
喩
、
主
要
な
登
場
人
物
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
提
喩
を
順
に
列
挙

す
る
。
五
．
二
．
四
節
で
は
、
主
要
な
登
場
人
物
に
関
す
る
提
喩
が
、
人
物
の
ど

の
よ
う
な
性
質
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
か
論
じ
る
。
五
．
二
．
五
節
で
は
、
描
写

主
体
で
あ
る
視
点
人
物
の
見
解
が
、
提
喩
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
視
点
人

物
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

五
．
二
．
一　

書
誌
事
項
と
梗
概

『
虞
美
人
草
』
は
、
明
治
四
十
年
六
月
二
十
三
日
か
ら
十
月
二
十
九
日
に
か
け

て
東
京
、
大
阪
両
『
朝
日
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
。
初
版
は
明
治
四
十
一
年
一
月

で
、
春
陽
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
の
引
用
は
す
べ
て
『
漱
石
新
聞
小
説

復
刻
全
集　

第
一
巻　

虞
美
人
草
』（
平
成
十
一
年
九
月
ゆ
ま
に
書
房
）
に
よ
っ

て
お
り
、
引
用
箇
所
に
は
丸
括
弧
を
付
し
て
、
順
に
章
番
号
と
頁
数
を
記
し
た
。

以
下
に
梗
概
を
示
す
。
京
都
に
旅
行
中
の
宗
近
一は
じ
めと
甲
野
欽き
ん
ご吾
は
宿
屋
の
隣
家

か
ら
琴
の
響
き
を
聴
く
。
弾
い
て
い
た
の
は
、
二
人
の
大
学
の
友
人
小
野
清
三
の

婚
約
者
小
夜
子
で
あ
っ
た
。
小
夜
子
は
小
野
が
京
都
に
い
た
時
分
、
世
話
を
し
て

も
ら
っ
た
恩
師
、
井
上
孤
堂
の
娘
で
あ
る
。
小
野
は
小
夜
子
と
結
婚
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
甲
野
の
妹
で
、
才
気
あ
ふ
れ
る
妖
艶
な
美
人
の
藤
尾
に
心
惹
か
れ
、

古
風
で
控
え
め
な
小
夜
子
を
疎
ま
し
く
思
い
始
め
る
。
一
方
、
甲
野
の
父
と
宗
近

の
父
と
の
間
で
は
、
藤
尾
を
一
の
嫁
に
す
る
と
い
う
約
束
が
結
ば
れ
て
い
る
も
の

の
、
藤
尾
は
詩
趣
に
乏
し
い
一
の
こ
と
を
よ
く
思
っ
て
お
ら
ず
、
文
学
士
の
小
野

と
結
婚
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
一
と
欽
吾
は
東
京
へ
帰
る
汽
車
の
中
で
、
孤
堂

と
小
夜
子
を
目
に
す
る
。
体
を
弱
く
し
た
孤
堂
は
、
今
の
う
ち
に
小
夜
子
を
小
野

に
嫁
が
せ
よ
う
と
上
京
し
た
の
で
あ
っ
た
。
物
語
の
舞
台
は
京
都
か
ら
東
京
へ
と

移
り
、
甲
野
欽
吾
・
藤
尾
兄
妹
、
宗
近
一
・
糸
子
兄
妹
、
小
野
、
小
夜
子
を
中
心

と
し
た
恋
愛
や
相
続
問
題
な
ど
の
波
乱
を
描
く
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
表
現
は
小

夜
子
、
小
野
、
甲
野
欽
吾
・
藤
尾
兄
妹
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
．
二
．
二　

名
も
な
き
登
場
人
物
に
関
す
る
提
喩

前
述
の
よ
う
に
、
名
前
が
特
に
付
け
ら
れ
て
い
な
い
、
い
わ
ば
場
面
の
背
景
の

よ
う
な
登
場
人
物
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
一
部
の
知
覚
的
特
徴
で
表
現
す
る
し
か
手
立

て
が
な
い
。
五
．
一
節
で
み
た
『
金
色
夜
叉
』
の
よ
う
に
、『
虞
美
人
草
』
に
お

い
て
も
、
名
も
な
い
登
場
人
物
に
対
し
て
提
喩
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
あ

る
。
冒
頭
、
欽
吾
と
一
が
比
叡
山
に
登
る
場
面
、
登
山
途
中
で
す
れ
違
っ
た
大
原

女
は
、
着
物
の
柄
で
提
喩
的
に
表
現
さ
れ
る
。

﹇
Ｄ
﹈  「
御
山
へ
御
登
り
や
す
の
ど
す
か
、
案
内
し
ま
ほ
う
か
、
ホ
ゝ
ゝ
妙
け
つ
た
いな

所
に
寝
て
ゐ
や
は
る
」
と
又
目
暗
縞
が
下
り
て
来
る
。

 

（
一
の
四
、十
四
頁
）

ま
た
、
一
が
偶
然
見
つ
け
た
小
野
に
呼
び
か
け
る
場
面
に
お
い
て
、
市
中
の
人
々

の
描
写
に
提
喩
が
連
続
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

﹇
Ｅ
﹈  
茶
屋
の
小
僧
が
臼
を
挽
き
な
が
ら
笑
ふ
。
旗
振
の
着
る
ヘ
ル
地
の
織

目
は
、
埃
が
一
杯
溜
つ
て
、
黄
色
に
ぼ
け
て
ゐ
る
。
古
本
屋
か
ら
洋



鳶　

野　

記　

子

一
二

服
が
出
て
来
る
。
鳥
打
帽
が
寄
席
の
前
に
立
つ
て
い
る
。（
中
略
）

「
お
い
〳
〵
」
と
大
き
な
声
で
後
ろ
か
ら
呼
ぶ
。
二
十
四
五
の
夫
人
が

一
寸
振
り
向
い
た
儘
行
く
。「
お
い
」
今
度
は
印
絆
天
が
向
い
た（
23
）。

（
十
四
の
一
、一
四
八
頁
）

大
原
女
も
市
中
の
人
々
も
、
場
面
に
彩
り
を
添
え
て
い
る
の
み
で
、
小
説
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
は
な
い
。名
前
が
付
け
ら
れ
て
い
な
い
人
物
が
、

視
覚
的
特
徴
で
あ
る
衣
服
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
名
前
が
な
い
ゆ
え
に
提

喩
が
用
い
ら
れ
た
好
例
と
い
え
る
。

五
．
二
．
三　

主
要
な
登
場
人
物
に
関
す
る
提
喩

石
崎
等
の
「
漱
石
生
活
風
俗
事
典
」（
三
好
行
雄
編
『
夏
目
漱
石
事
典
』
平
成

二
年
七
月
『
別
冊
國
文
學
』
学
燈
社
）
は
、
人
物
の
性
格
描
写
に
お
い
て
、
髪
型

や
装
身
具
が
巧
み
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。「
女
の
髪
型
」

の
項
に
は
、「
日
本
髪
と
西
洋
風
の
髪
型
が
あ
る
が
、
漱
石
の
文
学
の
ヒ
ロ
イ
ン

た
ち
は
世
相
を
反
映
し
て
、一
般
的
に
洋
風
の
束
髪
が
多
か
っ
た
。（
中
略
）一
方
、

漱
石
は
古
風
な
性
格
の
女
性
に
は
〈
島
田
髷
〉
や
〈
銀
杏
返
し
〉
を
結
わ
せ
、
年

配
の
既
婚
者
は
伝
統
的
な
〈
丸
髷
〉
で
あ
る
。」（
二
八
四
頁
）
と
あ
る
。
ま
た
「
リ

ボ
ン
」
の
項
で
も
、「
漱
石
は
女
性
の
身
に
付
け
る
装
身
具
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を

小
説
の
中
で
使
用
す
る
の
が
巧
み
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
そ
れ
に
よ
っ
て
人
物

の
性
格
や
特
徴
を
表
現
す
る
の
も
う
ま
か
っ
た
。」（
三
〇
七
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

『
虞
美
人
草
』に
お
い
て
も
、髪
型
や
装
身
具
に
よ
る
特
徴
づ
け
が
な
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
に
は
提
喩
表
現
を
と
っ
て
い
る
例
も
あ
る
。

﹇
Ｆ
﹈
小
夜
子
に
関
し
て

橋
の
袂
の
葭
簀
茶
屋
に
、
高
島
田
が
休
ん
で
ゐ
る
。
昔
の
髷
を
今
の
世

に
し
ば
し
許
せ
と
被
る
瓜
実
顔
は
、
花
に
臨
ん
で
風
に
堪
へ
ず
、
俯
目

に
人
を
避
け
て
、
名
物
の
団
子
を
眺
め
て
居
る

 

（
五
の
四
、五
十
六
頁
）

﹇
Ｇ
﹈
小
野
に
関
し
て

英
吉
利
式
の
頭
は
、
此
箱
（
観
覧
車
―
鳶
野
注
）
の
中
で
是
か
ら
雲
へ

昇
ら
う
と
す
る
。
心
細
い
髯
を
、
世
を
侘
び
古
り
た
記
念
の
為
め
と
、

大
事
に
胡
麻
塩
を
振
り
懸
け
て
ゐ
る
先
生
は
、
あ
の
箱
の
中
で
是
か
ら

暗
い
所
へ
落
ち
付
か
う
と
す
る
。

 

（
十
四
の
七
、一
六
〇
頁
）

﹇
Ｈ
﹈
藤
尾
に
関
し
て

「
ぢ
や
小
野
に
す
る
さ
」

「
無
論
し
ま
す
」

云
ひ
棄す
て

て
紫
の
絹リ
ボ
ンは
戸
口
の
方
へ
搖う
ご

い
た
。
繊ほ
そ

い
手
に
円ノ
ツ
ブ鈕
を
ぐ
る
り

と
回
す
や
藤
尾
の
姿
は
深
い
背
景
の
う
ち
に
隠
れ
た
。

 

（
十
五
の
十
、一
九
三
頁
）

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
補
足
す
る
と
、﹇
Ｆ
﹈
は
小
夜
子
が
嵐
山
の
茶
屋
で
一
服
し

て
い
る
場
面（
24
）、﹇
Ｇ
﹈
は
前
途
有
望
な
若
者
で
あ
る
小
野
と
、
年
老
い
た
井

上
孤
堂
の
立
場
を
、
観
覧
車
の
中
で
昇
っ
て
い
く
乗
客
と
降
り
て
い
く
乗
客
に
な
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ぞ
ら
え
て
い
る
場
面
、﹇
Ｈ
﹈
は
欽
吾
が
一
の
も
と
へ
嫁
ぐ
気
が
な
い
こ
と
を
藤

尾
に
確
認
し
た
後
で
、
投
げ
や
り
な
調
子
で
小
野
に
嫁
げ
ば
よ
い
と
言
っ
た
場
面

で
、
藤
尾
は
不
機
嫌
な
態
度
で
応
じ
、
部
屋
か
ら
出
て
い
く
。

次
の
﹇
Ｉ
﹈
と
﹇
Ｊ
﹈
は
連
続
し
た
場
面
で
あ
る
。
博
覧
会
に
連
れ
立
っ
て
行
っ

た
甲
野
兄
妹
と
宗
近
兄
妹
の
四
人
は
、
休
憩
所
で
小
野
、
小
夜
子
、
井
上
孤
堂
の

三
人
組
を
偶
然
目
撃
す
る
。﹇
Ｉ
﹈
は
博
覧
会
の
翌
日
、
欽
吾
が
散
歩
に
出
か
け

よ
う
と
し
て
、
座
敷
に
い
た
藤
尾
の
横
を
通
り
か
か
り
、
話
し
か
け
る
場
面
で
あ

る
。﹇
Ｊ
﹈
は
﹇
Ｉ
﹈
に
続
く
場
面
で
、杖
を
持
っ
た
欽
吾
が
散
歩
に
出
か
け
し
な
、

靴
を
は
い
た
小
野
と
家
の
前
で
す
れ
違
い
、
短
い
会
話
を
交
わ
す
。
小
野
は
欽
吾

た
ち
が
博
覧
会
に
行
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
小
夜
子
と
一
緒
に
い
る
所
を
藤
尾
に
見

ら
れ
な
か
っ
た
か
心
配
し
て
い
る
。

﹇
Ｉ
﹈
欽
吾
に
関
し
て

途
端
に
椽
に
落
ち
た
紺
足
袋
が
女
の
眼
に
這
入
る
。
足
袋
の
主
は
見

な
く
て
も
知
れ
て
ゐ
る
。
紺
足
袋
は
静
か
に
歩
い
て
来
た
。

「
藤
尾
」

声
は
後
で
す
る
。 

（
十
二
の
六
、一
二
九
頁
）

﹇
Ｊ
﹈
欽
吾
と
小
野
に
関
し
て

此
杖
と
此
靴
は
人
格
で
あ
る
。我
等
の
魂
は
時
あ
つ
て
杖
の
先
に
潜
む
。

魂
を
描
く
事
を
知
ら
ぬ
小
説
家
は
杖
と
靴
と
を
描
く
。
一
歩
の
空
間

を
行
き
尽
し
た
靴
は
、
光
る
頭
を
回め

ぐ

ら
し
て
、
棄
身
に
細
い
体
を
大

地
に
託
し
た
杖
に
問
ひ
か
け
た
。

「
藤
尾
さ
ん
も
、
昨ゆ
う
べ夕
一
所
に
行い
つ

た
の
か
い
」

棒
の
如
く
真ま
つ

直す
ぐ

に
立
ち
上
つ
た
杖
は
答
へ
る
。

「
あ
ゝ
、
藤
尾
も
行
つ
た
。
―
こ
と
に
因
る
と
今
日
は
下
読
が
出
来
て

ゐ
な
い
か
も
、
知
れ
な
い
」 

（
十
二
の
七
、一
三
〇
頁
―
一
三
一
頁
）

五
．
二
．
四　

提
喩
に
よ
っ
て
焦
点
化
さ
れ
る
性
質

前
節
で
挙
げ
た
提
喩
表
現
は
、
描
写
対
象
の
あ
る
一
面
を
読
者
に
意
識
さ
せ
る

も
の
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
に
つ
い
て
、
登
場
人
物
の
ど
の
よ

う
な
性
質
が
強
調
さ
れ
て
い
る
か
、当
時
の
風
俗
に
関
す
る
資
料
や
『
虞
美
人
草
』

の
他
の
箇
所
を
参
考
に
考
察
す
る
。

﹇
Ｆ
﹈
の
高
島
田
は
、
女
性
の
結
髪
の
一
つ
で
、
も
と
は
御
殿
女
中
な
ど
に
行

わ
れ
た
が
、
明
治
時
代
以
降
は
若
い
女
性
の
正
装
と
な
っ
た
。『
虞
美
人
草
』
が

発
表
さ
れ
た
明
治
四
十
年
当
時
、
若
い
女
性
た
ち
の
間
に
は
束
髪
が
浸
透
し
て
お

り
、伝
統
的
な
高
島
田
を
日
常
的
に
結
う
女
性
は
古
風
に
映
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

日
露
戦
争
後
の
明
治
三
十
九
年
に
は
、激
戦
地
の
名
に
ち
な
ん
だ
「
二
百
三
高
地
」

と
い
う
束
髪
が
大
流
行
し
て
お
り（
25
）、
青
木
英
夫
『
洋
髪
の
歴
史
』（
昭
和

四
十
六
年
八
月
雄
山
閣
版
）
に
あ
る
よ
う
に
「
日
露
戦
争
は
結
髪
の
上
で
は
一
つ

の
エ
ポ
ッ
ク
を
つ
く
り
だ
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
を
境
と
し
て
、

洋
髪
は
ま
す
ま
す
普
及
し
発
達
し
て
い
っ
た
」（
五
〇
頁
）
の
で
あ
る
。

『
永
日
小
品
』
に
「
柿
」（
明
治
四
十
二
年
一
月
十
七
日
『
東
京
朝
日
新
聞
』）

と
い
う
作
品
が
あ
る
。
喜
い
ち
ゃ
ん
と
い
う
女
の
子
が
主
人
公
で
あ
る
が
、
そ
の

母
親
は
「
束
髪
の
流
行
る
今
の
世
に
、昔
風
の
髷
を
四
日
目
々
々
に
屹
度
結
ふ
女
」

（『
漱
石
新
聞
小
説
復
刻
全
集　

第
十
一
巻　

小
品
・
解
題
』
平
成
十
一
年
九
月
ゆ



鳶　

野　

記　

子

一
四

ま
に
書
房
、
六
十
二
頁
）
と
説
明
さ
れ
る
。
明
治
も
末
に
な
る
と
、
女
性
の
間
で

は
束
髪
が
主
流
と
な
り
、若
い
女
性
で
髪
を
結
う
人
は
珍
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
虞
美
人
草
』
に
登
場
す
る
小
夜
子
以
外
の
若
い
女
性
、
藤
尾
と
糸
子
は
束
髪
の

一
種
で
あ
る
廂
髪
で
あ
り
、
流
行
の
リ
ボ
ン
も
付
け
て
い
る（
26
）。﹇
Ｆ
﹈
の
高

島
田
を
主
語
に
し
た
描
写
は
、古
風
で
保
守
的
な
小
夜
子
の
性
質
を
示
し
て
い
る
。

﹇
Ｇ
﹈
の
英
吉
利
式
の
頭
と
は
、
明
治
四
十
年
頃
に
流
行
し
始
め
た
男
性
の
髪

型
で
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
四
月
十
日
の『
風
俗
画
報
』「
流
行
門　

流
行
の
理
髪
」

で
は
、
日
本
男
性
の
髪
型
に
比
し
て
、
種
類
が
豊
富
な
西
洋
髪
型
の
一
例
と
し
て

「
エ
ギ
リ
ス
」
の
名
が
挙
が
っ
て
お
り
、
明
治
三
十
五
年
に
は
す
で
に
、「
エ
ギ
リ

ス
」
と
い
う
髪
型
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
坂
口
茂
樹
『
日

本
の
理
髪
風
俗
』（
昭
和
四
十
七
年
九
月
雄
山
閣
版
、
二
二
四
頁
）
に
「
明
治

四
十
年
頃
か
ら
、英
国
刈
、フ
ラ
ン
ス
刈
な
ど
と
い
う
、直
輸
入
向
の
流
行
と
な
っ

た
」、
渋
沢
敬
三
編
『
明
治
文
化
史　

第
十
二
巻　

生
活
編
』（
昭
和
五
十
四
年
八

月
原
書
房
、
七
十
六
頁
）
に
「
日
清
戦
争（
27
）後
、（
中
略
）
バ
リ
カ
ン
は
い
よ

い
よ
普
及
す
る
一
方
、
イ
ギ
リ
ス
型
・
フ
ラ
ン
ス
型
の
洋
髪
が
流
行
し
、
明
治

四
十
三
年
四
月
に
は
、
明
治
理
髪
学
校
が
神
田
錦
町
に
設
立
さ
れ
た
」
と
あ
り
、

明
治
四
十
年
頃
に
は
、
英
国
風
は
最
新
の
流
行
髪
型
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

﹇
Ｇ
﹈
の
英
吉
利
式
の
頭
を
主
語
に
し
た
表
現
に
よ
っ
て
、
流
行
に
敏
感
な
ハ
イ

カ
ラ
紳
士
と
い
う
小
野
の
性
質
が
焦
点
化
さ
れ
る
。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
型
の
形
に

つ
い
て
は
、時
代
は
や
や
下
る
が
、大
正
十
三
年
十
二
月
十
六
日
の
『
読
売
新
聞
』、

男
性
の
髪
型
の
流
行
に
関
す
る
記
事
に
「
和
装
服
何
れ
に
も
ピ
ツ
タ
リ
と
調
子
の

取
れ
る
も
の
は
廻
り
を
短
く
し
て
左
右
を
分
け
る
英
国
型
」
と
あ
る
。

﹇
Ｈ
﹈
の
紫
の
リ
ボ
ン
は
、
紫
と
リ
ボ
ン
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
焦
点
化
さ

れ
る
性
質
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
ず
、
リ
ボ
ン
に
つ
い
て
。
明
治
四
十
年
と

い
う
の
は
、
ま
さ
に
リ
ボ
ン
が
一
大
流
行
装
飾
と
な
っ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。

明
治
四
十
年
七
月
十
日
の
『
風
俗
画
報
』「
流
行
門　

婦
人
髪
飾
」
に
「
リ
ボ
ン

需
要
範
囲
は
近
来
い
よ
い
よ
拡
く
な
り
、
髪
飾
を
始
め
帽
子
の
鉢
巻
は
勿
論
各
方

面
の
装
飾
に
な
く
て
叶
は
ぬ
程
の
大
全
盛
と
な
り
た
り
」（
三
十
一
頁
）
と
あ
る

よ
う
に
、
当
時
リ
ボ
ン
の
需
要
は
大
い
に
高
ま
っ
て
い
た
。
五
割
も
の
輸
入
税
が

か
か
る
外
国
製
リ
ボ
ン
を
抑
え
る
た
め
、
東
京
リ
ボ
ン
製
織
株
式
会
社
が
設
立
さ

れ
、
国
内
で
大
量
の
リ
ボ
ン
が
製
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
明
治
四
十
年
で

あ
る（
28
）。
油
で
塗
り
固
め
た
伝
統
的
な
結
髪
と
、
風
に
揺
れ
る
リ
ボ
ン
の
束
髪

は
好
対
照
を
な
し
、リ
ボ
ン
は
新
し
い
時
代
の
女
性
を
象
徴
す
る
装
飾
と
な
っ
た
。

次
に
、
紫
に
つ
い
て
。『
虞
美
人
草
』
に
お
け
る
紫
は
特
殊
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
藤
尾
と
密
接
に
結
び
付
い
た
色
で
あ
る
。「
紫
に
驕
る
も
の
は
招
く
、
黄

に
深
く
情
濃
き
も
の
は
追
ふ
」（
七
の
三
、七
十
二
頁
）
と
、
藤
尾
の
紫
と
小
夜
子

の
黄
が
対
比
さ
れ（
29
）、
紫
に
よ
っ
て
藤
尾
の
驕
り
が
説
明
さ
れ
る
。
一
般
的
に
、

紫
は
高
貴
な
色
と
解
さ
れ
る
が
、
藤
尾
の
形
容
に
繰
り
返
し
紫
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
で
、
結
果
的
に
「
我
」（
十
二
の
五
、一
二
七
頁
）
の
強
さ
と
い
う
性
質
を
、
紫

が
象
徴
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
と
め
る
と
、﹇
Ｈ
﹈
の
紫
の
リ
ボ
ン
の
提

喩
は
、
流
行
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
と
自
尊
心
が
強
い
こ
と
を
、
藤
尾
の
性
質
と
し

て
意
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
る（
30
）。

論
の
展
開
上
﹇
Ｉ
﹈
に
先
だ
っ
て
﹇
Ｊ
﹈
に
つ
い
て
考
察
す
る
。﹇
Ｊ
﹈
は
小
野
、

欽
吾
が
そ
れ
ぞ
れ
靴
、
杖
と
し
て
描
写
さ
れ
て
い
る
。﹇
Ｊ
﹈
の
表
現
で
は
、
靴

や
杖
の
時
代
的
意
味
よ
り
も
、前
後
の
文
脈
的
意
味
を
考
え
る
方
が
有
効
で
あ
る
。

ま
ず
、
小
野
の
靴
に
つ
い
て
、﹇
Ｊ
﹈
の
前
後
で
「
磨
き
上
げ
た
山
羊
の
皮
に
被



漱
石
の
修
辞
技
巧

一
五

る
埃
さ
へ
目
に
付
か
ぬ
程
の
奇
麗
な
靴
」（
十
二
の
七
、一
三
〇
頁
）、「
光
る
靴
」

（
十
二
の
七
、一
三
一
頁
）
と
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
た
だ
の
靴
で
は
な
く
、
よ

く
磨
か
れ
た
美
し
く
光
る
靴
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
小
野
は
、
折
目
正
し
く

背
広
や
シ
ャ
ツ
を
着
こ
な
し
、
ズ
ボ
ン
の
襞
が
崩
れ
な
い
よ
う
座
り
方
に
も
気
を

遣
う（
31
）。
身
ぎ
れ
い
に
し
て
お
く
こ
と
を
信
条
と
し
て
い
る
よ
う
な
男
な
の
で

あ
る
。
小
野
の
代
わ
り
に
靴
を
主
語
に
し
て
表
現
す
る
提
喩
は
、
美
し
く
見
栄
え

の
す
る
も
の
を
好
む
小
野
の
性
質
を
強
調
し
て
い
る
と
い
え
る
。

次
に
欽
吾
の
杖
に
つ
い
て
、「
棄
身
に
細
い
体
を
大
地
に
託
し
た
」
や
「
真
直

に
立
ち
上
が
つ
た
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
欽
吾
の
性
質
と
し
て
も
、

大
地
に
身
を
預
け
て
い
る
よ
う
な
落
ち
着
い
た
態
度
が
焦
点
化
さ
れ
る
。
小
夜
子

と
一
緒
に
い
る
と
こ
ろ
を
藤
尾
に
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
焦
っ
て
い
る
小
野

と
は
対
照
的
で
あ
る
。

﹇
Ｉ
﹈
の
紺
足
袋
に
関
し
て
は
、
直
前
に
描
か
れ
る
欽
吾
の
服
装
を
補
足
し
て

説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。﹇
Ｉ
﹈
の
場
面
の
欽
吾
は
、
数
日
は
櫛
も
入
れ
て
い
な

い
よ
う
な
乱
れ
た
髪
と
、
汚
れ
た
帯
を
無
雑
作
に
巻
い
た
絣
の
着
物
と
い
う
出
で

立
ち
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
足
袋
だ
け
は
嗅
げ
ば
紺
の
匂
い
が
し
そ
う
な
ほ
ど

新
し
い
も
の
を
履
い
て
い
る
。
そ
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
「
古
い
頭
に
新
し
い
足
の

欽
吾
は
、
世
を
逆
様
に
歩
い
て
、
ふ
ら
り
と
椽
側
へ
出
た
」（
十
二
の
六
、一
二
九

頁
）
と
表
現
さ
れ
る
。
頭
や
着
物
な
ど
最
も
目
に
つ
く
と
こ
ろ
は
整
え
ず
、
足
袋

だ
け
新
調
し
た
も
の
を
身
に
付
け
る
と
い
う
、
世
俗
の
慣
習
に
囚
わ
れ
な
い
超
然

と
し
た
欽
吾
の
性
質
が
、﹇
Ｉ
﹈
に
お
い
て
紺
足
袋
だ
け
を
描
写
す
る
こ
と
で
表

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

﹇
Ｉ
﹈
の
傍
線
部
は
、
藤
尾
の
視
点
に
立
っ
て
描
写
し
て
い
る
ゆ
え
に
、
提
喩

表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
藤
尾
は
座
っ
た
ま
ま
で
視
線

を
上
げ
て
い
な
い
の
で
、
欽
吾
の
顔
は
見
え
ず
、
足
袋
だ
け
が
目
に
入
っ
て
い
る
。

﹇
Ｉ
﹈
の
提
喩
は
、
特
定
の
性
質
を
焦
点
化
す
る
と
い
う
機
能
と
と
も
に
、
藤
尾

の
視
点
を
描
写
す
る
と
い
う
機
能
も
併
せ
て
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
提
喩

表
現
を
分
析
す
る
際
に
は
、
誰
の
視
点
に
立
っ
た
記
述
で
あ
る
か
を
考
え
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

五
．
二
．
五　

視
点
人
物

前
節
で
は
、
提
喩
表
現
の
描
写
が
誰
の
視
点
に
立
っ
た
も
の
で
あ
る
か
を
考
え

る
必
要
を
述
べ
た
。
一
般
に
、
地
の
文
は
語
り
手
の
視
点
、
会
話
文
は
発
言
者
の

視
点
に
立
っ
て
書
か
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、﹇
Ｂ
﹈
や
﹇
Ｉ
﹈
の
よ
う
に
、

地
の
文
に
登
場
人
物
の
視
点
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
し
﹇
Ｂ
﹈
の
提
喩
に

は
、
貫
一
の
唯
継
に
対
す
る
侮
蔑
的
な
評
価
が
含
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、﹇
Ｉ
﹈

の
提
喩
は
、
藤
尾
の
視
界
を
表
し
て
い
る
だ
け
で
、
欽
吾
に
対
す
る
藤
尾
の
思
い

を
表
し
て
い
る
と
ま
で
は
言
い
難
い
。
一
口
に
視
点
と
い
っ
て
も
、
評
価
や
見
解

と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
場
合
と
、視
界
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
場
合
が
あ
る
。

本
稿
で
指
摘
し
た
、
人
物
の
あ
る
一
面
を
強
調
す
る
提
喩
は
、
描
写
主
体
で
あ

る
視
点
人
物
が
強
調
し
よ
う
と
す
る
性
質
を
提
喩
に
よ
っ
て
表
現
す
る
も
の
で
あ

り
、
視
点
人
物
の
評
価
や
見
解
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
。﹇
Ｉ
﹈
の
提
喩
に
、
藤

尾
の
見
解
が
あ
ま
り
含
ま
れ
て
い
な
い
と
考
え
れ
ば
、
五
．
二
．
三
節
で
挙
げ
た

提
喩
は
、
地
の
文
の
語
り
手
で
あ
る
「
作
者
」
の
視
点
に
立
っ
て
書
か
れ
て
い
る

と
い
え
、『
虞
美
人
草
』
の
提
喩
に
は
「
作
者
」
の
見
解
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と

み
る
こ
と
が
で
き
る（
32
）。



鳶　

野　

記　

子

一
六

六　
『
虞
美
人
草
』
に
お
け
る
提
喩
の
役
割

本
節
で
は
、『
虞
美
人
草
』
の
語
り
の
特
徴
と
提
喩
が
有
す
る
機
能
と
の
関
わ

り
を
論
じ
る
。
六
．
一
節
で
作
者
が
過
剰
に
意
見
を
表
明
す
る
と
い
う
『
虞
美
人

草
』
の
特
徴
を
確
認
し
た
上
で
、
六
．
二
節
で
は
、
提
喩
が
そ
の
特
徴
を
補
強
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

六
．
一　
『
虞
美
人
草
』
の
語
り
の
特
徴

『
虞
美
人
草
』
は
い
わ
ゆ
る
三
人
称
小
説
で
は
あ
る
が
、「
作
者
」
を
名
乗
る
語

り
手
が
執
拗
な
ま
で
に
登
場
人
物
の
評
価
や
自
己
の
見
解
を
述
べ
て
お
り
、
客
観

性
と
は
程
遠
い
。「
地
の
文
に
作
者
が
顔
を
出
し
、
作
者
の
趣
味
・
好
悪
・
思
想

を
ス
ト
レ
ー
ト
に
吐
露
し
て
い
る
作
品
」（
酒
井
英
行
「『
虞
美
人
草
』
論
―
小
野

と
小
夜
子
―
」
昭
和
五
十
八
年
九
月
『
日
本
文
学
』、
四
十
頁
）
と
い
う
『
虞
美

人
草
』
評
は
一
般
的
な
見
方
に
相
違
な
い
。
た
と
え
ば
、
藤
尾
と
そ
の
母
に
対
す

る
評
価
は
一
貫
し
て
厳
し
く
、
語
り
手
は
両
人
へ
の
嫌
悪
感
を
露
わ
に
す
る
。
二

人
の
会
話
に
対
し
て
、「
此
作
者
は
趣
な
き
会
話
を
嫌
ふ
。
猜
疑
不
和
の
一
点
の

精
彩
を
着
せ
ざ
る
毒
舌
は
、
美
し
き
筆
に
、
心
地
よ
き
春
を
紙
に
流
す
詩
人
の
風

流
で
は
な
い
」（
八
の
二
、八
十
頁
）、
藤
尾
の
母
の
言
葉
に
対
し
て
、「
謎
の
女

（
33
）の
云
ふ
事
は
し
だ
い
に
湿
気
を
帯
び
て
来
る
。
世
に
疲
れ
た
る
筆
は
此
湿
気

を
嫌
ふ
。
辛
う
じ
て
謎
の
女
の
謎
を
こ
ゝ
迄
叙
し
来
つ
た
時
、
筆
は
一
歩
も
前
へ

進
む
事
が
厭
だ
と
云
ふ
。（
中
略
）
謎
の
女
を
書
き
こ
な
し
た
る
筆
は
、
日
の
あ

た
る
別
世
界
に
入
つ
て
此
湿
気
を
払
は
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
十
の
三
、一
〇
一
頁
）
と

述
べ
る
な
ど
、彼
女
た
ち
に
関
し
て
語
る
こ
と
が
苦
痛
で
あ
る
旨
を
明
確
に
表
す
。

一
方
、
宗
近
家
の
会
話
は
清
涼
剤
の
よ
う
に
、
前
述
し
た
藤
尾
や
母
の
会
話
の
す

ぐ
後
に
置
か
れ
る
。
明
る
く
楽
し
げ
な
会
話
に
は
、
宗
近
家
に
対
す
る
「
作
者
」

の
好
意
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
特
異
な
語
り
は
、
本
作
品
の
評
価
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
お

り
、
従
来
『
虞
美
人
草
』
が
失
敗
作
だ
と
さ
れ
て
き
た
一
因
は
、
饒
舌
な
語
り
に

あ
る
と
い
う
伊
豆
利
彦
の
指
摘
は
、
正
鵠
を
射
て
い
る（
34
）。
正
宗
白
鳥
の
「
夏

目
漱
石
論
」
は
そ
の
好
例
で
、「
宗
近
と
妹
と
の
対
話
、
藤
尾
と
母
親
と
の
対
話

な
ど
、
サ
ク
リ
サ
ク
リ
と
歯
切
れ
が
よ
く
つ
て
、
な
か
な
か
巧
み
な
の
だ
が
、
例

の
説
明
の
邪
魔
が
入
る
の
で
、
折
角
の
興
が
醒
ま
さ
れ
勝
ち
に
な
る
」（
昭
和
三

年
六
月
『
中
央
公
論
』、
昭
和
五
十
八
年
十
月
『
正
宗
白
鳥
全
集　

第
二
十
巻
』

福
武
書
店
、
一
二
五
頁
）
と
し
、
巧
み
に
書
か
れ
て
い
る
部
分
も
「
作
者
」
が
顔

を
出
し
て
台
無
し
に
す
る
旨
を
記
し
て
い
る
。
白
鳥
は
同
じ
論
で
、『
虞
美
人
草
』

を
「
近
代
化
し
た
馬
琴
」
と
一
蹴
し
、『
虞
美
人
草
』
す
な
わ
ち
勧
善
懲
悪
小
説

と
い
う
図
式
を
、
否
定
的
な
意
味
を
込
め
て
作
り
上
げ
た
。「
作
者
」
の
勧
善
懲

悪
的
な
道
徳
観
が
露
骨
に
表
現
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
点
を
批
判
し
て
お
り
、
勧
善
懲

悪
と
い
う
評
価
は
そ
の
後
、作
品
を
論
じ
る
上
で
キ
ー
タ
ー
ム
と
な
っ
た
。「
作
者
」

の
過
剰
な
意
見
表
明
は
『
虞
美
人
草
』
を
論
じ
る
上
で
重
要
な
特
徴
な
の
で
あ
る
。

六
．
二　

提
喩
の
機
能

「
作
者
」
が
作
品
に
顔
を
出
し
て
滔
々
と
意
見
を
述
べ
、
読
者
を
自
分
の
見
解

に
導
こ
う
と
す
る
の
が
『
虞
美
人
草
』
の
語
り
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
手
段
の
一

つ
と
し
て
提
喩
が
あ
る
。
五
．
二
．
三
節
で
挙
げ
た
『
虞
美
人
草
』
の
主
要
な
登

場
人
物
に
関
す
る
提
喩
は
、
人
物
の
一
部
分
の
み
に
焦
点
を
あ
て
て
読
者
の
視
線



漱
石
の
修
辞
技
巧

一
七

を
誘
導
す
る
も
の
で
あ
る
。
限
定
的
な
部
分
の
み
を
描
写
す
る
提
喩
は
、
そ
の
部

分
に
代
表
さ
れ
る
人
物
の
性
質
の
み
に
注
目
せ
よ
と
い
う
作
者
の
意
見
表
明
に
他

な
ら
な
い
。「
作
者
」
の
意
図
す
る
よ
う
な
方
向
へ
読
者
の
視
線
を
操
る
上
で
、

提
喩
が
有
効
な
こ
と
を
漱
石
は
理
解
し
て
い
た
。
次
に
挙
げ
た
「
文
芸
の
哲
学
的

基
礎
」
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
句
に
対
す
る
分
析
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

彼（
35
）が
指
差
し
て
、
あ
す
こ
丈
を
注
意
し
て
御
覧
、K

in
g

が
よ
く
見
え
る

と
教
へ
て
く
れ
た
所
は
、
燦
爛
た
る
冠
を
戴
く
彼
の
頭
で
あ
り
ま
す
。
此
注

意
を
う
け
た
吾
々
は
今
迄
全
局
に
眼
を
ち
ら
つ
か
せ
て
ゐ
た
の
に
、
か
く
注

意
を
受
け
た
か
ら
試
み
に
其
方
へ
視
線
を
向
け
る
と
、
成
程K

in
g

が
見
え

た
の
で
あ
り
ま
す
。 

（
明
治
四
十
年
五
月
三
十
日
、
二
三
五
頁
）

「
作
者
」
が
指
し
示
し
た
方
向
へ
読
者
の
注
意
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
、
漱
石
は

提
喩
の
機
能
を
見
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
機
能
は
、『
虞
美
人
草
』
の
主

要
な
登
場
人
物
に
関
す
る
提
喩
に
お
い
て
も
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
人
物
の
一
面
を

強
調
す
る
提
喩
は
、
限
定
的
な
見
方
へ
と
読
者
を
い
ざ
な
う
点
で
、
語
り
の
意
見

表
明
性
を
補
強
す
る
一
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
提
喩
に
は
、
こ
の
点
に
の
み
注
目

せ
よ
と
い
う
作
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
漱
石
は
提
喩

の
機
能
を
理
解
し
た
上
で
、
作
品
に
お
い
て
実
践
し
た
と
考
え
ら
れ
る（
36
）。

七　

む
す
び
―
一
般
的
展
望
も
含
め
て
―

本
稿
で
は
、
夏
目
漱
石
が
提
喩
と
い
う
修
辞
技
巧
に
認
め
て
い
た
機
能
を
「
文

芸
の
哲
学
的
基
礎
」
の
記
述
か
ら
明
ら
か
に
し
、『
虞
美
人
草
』
の
人
物
に
関
す

る
提
喩
表
現
を
分
析
し
た
。
人
物
に
関
す
る
提
喩
は
、
名
も
な
き
登
場
人
物
に
関

す
る
も
の
と
、
主
要
な
登
場
人
物
に
関
す
る
も
の
と
に
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
二
つ

の
提
喩
の
う
ち
、
主
要
な
登
場
人
物
に
関
す
る
提
喩
に
つ
い
て
は
、「
文
芸
の
哲

学
的
基
礎
」
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、
人
物
の
あ
る
一
点
に
読
者
の
注
意
を
集
め
る

と
い
う
機
能
が
指
摘
で
き
る
。
焦
点
を
絞
り
、
注
意
す
べ
き
性
質
を
際
立
た
せ
る

と
い
う
提
喩
の
機
能
を
踏
ま
え
て
、
漱
石
は
『
虞
美
人
草
』
に
効
果
的
な
形
で
提

喩
を
取
り
入
れ
た
。
作
者
が
読
者
を
導
こ
う
と
す
る
意
図
は
『
虞
美
人
草
』
の
語

り
の
随
所
に
み
ら
れ
、
読
者
の
注
意
を
操
る
提
喩
は
、
こ
の
語
り
の
特
徴
を
補
強

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
作
者
の
過
剰
な
意
見
表
明
は
批
判
の
的
に
も
な
り
や
す
く
、
漱
石
自

身
が
後
年
『
虞
美
人
草
』
を
「
尤
も
興
味
な
き
も
の
」「
出
来
栄
よ
ろ
し
か
ら
ざ

る
も
の
」
と
し
て
嫌
っ
た
の
は（
37
）、
語
り
の
あ
ざ
と
さ
が
目
に
付
い
た
ゆ
え
か

も
し
れ
な
い
。
二
節
で
紹
介
し
た
景
山
直
治
の
論
文
で
は
、
一
部
分
で
全
体
を
代

表
さ
せ
る
提
喩（
38
）は
「
漱
石
の
初
期
の
作
品
に
は
特
に
多
く
見
ら
れ
る
手
法
」

（
一
三
四
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
が
、
あ
る
時
期
以
降
、
提
喩
の
意
見
表
明
性
を
反

省
し
、
使
用
を
減
ら
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。『
虞
美
人
草
』
以
外
の
作
品
に
関

し
て
も
分
析
を
進
め
て
い
く
と
、
提
喩
の
使
用
回
数
に
な
ん
ら
か
の
傾
向
が
見
い

だ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、漱
石
の
文
体
的
特
徴
を
考
察
す
る
上
で
示
唆
的
で
あ
る
。

注

（
1
） 

引
用
の
出
典
を
二
つ
表
記
し
て
い
る
場
合
、
前
者
は
初
出
、
後
者
は
鳶
野
が
参
照



鳶　

野　

記　

子

一
八

し
た
資
料
で
あ
る
。
引
用
箇
所
の
後
に
頁
数
を
付
し
て
い
る
場
合
は
、
鳶
野
が
参

照
し
た
資
料
の
該
当
頁
を
示
し
て
い
る
。
以
下
す
べ
て
同
様
。

（
2
） 
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
で
は
、
十
月
二
十
八
日
に
終
了
。

（
3
） 
提
喩
の
定
義
に
つ
い
て
は
三
．
二
節
を
参
照
。

（
4
） 

大
阪
朝
日
新
聞
』
で
は
五
月
九
日
か
ら
開
始
。

（
5
） 

挙
偶
法
の
定
義
に
つ
い
て
は
三
．
二
節
で
述
べ
る
。

（
6
） 

明
治
期
の
日
本
に
お
け
る
修
辞
学
に
つ
い
て
は
、
原
子
朗
『
修
辞
学
の
史
的
研
究
』

平
成
六
年
十
一
月
早
稲
田
大
学
出
版
部
、速
水
博
司
『
レ
ト
リ
ッ
ク
―
近
代
日
本
―
』

平
成
七
年
五
月
有
朋
堂
を
参
照
。

（
7
） 

一
九
七
〇
年
代
、
ベ
ル
ギ
ー
の
研
究
集
団
グ
ル
ー
プ
μ
は
、
提
喩
を
換
喩
の
一
種

と
み
な
す
「
提
喩
否
定
説
」
に
対
し
て
、提
喩
を
最
も
基
本
的
な
文
彩
と
み
な
す
「
提

喩
原
型
説
」
を
唱
え
た
。
こ
の
新
説
は
多
く
の
耳
目
を
集
め
、
賛
否
両
論
が
沸
き

起
こ
っ
た
。
詳
し
く
は
、
グ
ル
ー
プ
μ
『
一
般
修
辞
学
』（
昭
和
五
十
六
年
十
二
月

大
修
館
書
店
）、
二
コ
ラ
・
リ
ュ
ウ
ェ
「
提
喩
と
換
喩
」（
佐
々
木
健
一
編
『
創
造

の
レ
ト
リ
ッ
ク
』
昭
和
六
十
一
年
二
月
勁
草
書
房
）、佐
々
木
健
一
監
修
『
レ
ト
リ
ッ

ク
事
典
』（
平
成
十
八
年
十
一
月
大
修
館
書
店
、
二
七
七
頁
―
二
八
三
頁
）
を
参
照
。

（
8
） 

「
文
の
す
が
た
」（
明
治
二
十
九
年
九
月
『
文
学
そ
の
折
々
』
春
陽
堂
、
六
〇
二
頁
）

参
照

（
9
） 

『
美
辞
学
』
に
つ
い
て
は
、
原
本
を
閲
覧
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
国
立
国
会
図
書
館

の
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
参
照
し
た
。

（
10
） 

こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
訳
名
が
あ
る
。
詳
し
く
は
佐
々
木
健
一
監
修
『
レ
ト
リ
ッ

ク
事
典
』「
提
喩　

用
語
」（
二
七
〇
頁
―
二
七
一
頁
）
を
参
照
。

（
11
） 

塚
本
利
明
「
夏
目
漱
石
」（
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
『
日
本
近
代
小
説
―
比
較
文
学

的
に
み
た
ー
』
清
水
弘
文
堂
書
房
）、
上
田
敦
子
「
抑
圧
さ
れ
た
〈
文
学
〉
―
『
文

学
論
』
に
お
け
る
〈
文
学
史
〉
と
〈
修
辞
学
〉
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
平
成
二
十
四
年

五
月
『
文
学
』）
を
参
照
。

（
12
） 

『
漱
石
全
集　

第
二
十
七
巻
』（
平
成
九
年
十
二
月
岩
波
書
店
）
の
漱
石
山
房
蔵
書

目
録
を
参
照
。

（
13
） 

六
十
四
頁
―
七
十
頁
を
参
照
。

（
14
） 

『
岩
波
西
洋
人
名
辞
典　

増
補
版
』（
昭
和
五
十
六
年
十
二
月
岩
波
書
店
、
一
二
六
四

頁
）、
有
沢
俊
太
郎
『
明
治
前
中
期
に
お
け
る
日
本
的
レ
ト
リ
ッ
ク
の
展
開
過
程
に

関
す
る
研
究
』（
平
成
十
年
一
月
風
間
書
房
、「
第
二
章
Ｈ
．
ブ
レ
ア
のS

E
N

S
E

の

理
解
」
四
十
六
頁
―
四
十
八
頁
）
参
照
。

（
15
） 

『
大
阪
朝
日
新
聞
』
で
は
五
月
四
日
と
五
日
の
上
下
二
回
に
分
け
て
掲
載
。

（
16
） 

『
漱
石
全
集　

第
二
十
三
巻
』（
平
成
八
年
九
月
岩
波
書
店
、
六
十
頁
）
の
小
宮
豊

隆
宛
書
簡
を
参
照
。

（
17
） 

二
節
の
先
行
研
究
を
参
照
。

（
18
） 

漱
石
は
こ
の
二
句
の
対
比
を
、
東
京
帝
国
大
学
で
明
治
三
十
八
年
九
月
か
ら
四
十

年
三
月
に
か
け
て
行
っ
た
講
義
「
十
八
世
紀
英
文
学
」
で
も
取
り
上
げ
て
い
る
。

講
義
内
容
は
の
ち
に
、
漱
石
自
身
に
よ
っ
て
修
正
が
加
え
ら
れ
『
文
学
評
論
』
の

名
で
出
版
さ
れ
た
。
当
該
箇
所
に
つ
い
て
は
、『
文
学
評
論
』（
明
治
四
十
二
年
三

月
春
陽
堂
、「
第
六
編　

ダ
ニ
エ
ル
、
デ
フ
ォ
ー
と
小
説
の
組
立
」
五
六
六
頁
―

五
六
九
頁
）
を
参
照
。

（
19
） 

塚
本
利
明 

「『
文
芸
の
哲
学
的
基
礎
』
の
背
景
―
「
壮
」
の
理
想
と
「
技
巧
」
と
を

中
心
に
―
」（
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
『
専
修
人
文
論
集
』）
を
参
照
。

（
20
） 

E
dw

in A
bbott A

bbott

（1838
1926

）、
イ
ギ
リ
ス
の
語
学
者
、
教
育
家
。
神
学
・

聖
書
に
関
す
る
著
述
が
多
い
が
、
教
授
上
の
体
験
に
基
づ
い
て
書
か
れ
たA

 

S
h

ak
esp

earian G
ram

m
ar

は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
言
語
に
つ
い
て
の
最
初
の
組

織
的
概
説
書
と
し
て
有
名
。
漱
石
の
蔵
書
は
、A

 S
h

a
k
e
s
p

e
a

r
i
a

n
 G

r
a

m
m

a
r, 

M
acm

illan&
C

o.1888

（
明
治
二
十
一
年
）
と
、H

o
w

 to
 W

r
ite

 c
le

a
r
ly

, Japan 

T
im

es, 1898

（
明
治
三
十
一
年
）
で
あ
る
。
詳
し
く
は
『
集
英
社　

世
界
文
学
大

辞
典
一
』（
平
成
八
年
十
月
集
英
社
、
九
十
四
頁
、
担
当　

寺
澤
芳
雄
）
を
参
照
。

（
21
） 
傍
線
部
は
提
喩
表
現
で
鳶
野
が
付
し
た
。
以
下
同
様
。

（
22
） 
引
用
は
『
読
売
新
聞
』
の
ウ
ェ
ブ
版
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
に
よ
る
。

（
23
） 

鳥
打
帽
は
ひ
さ
し
を
つ
け
た
平
た
く
ま
る
い
軽
便
な
ぼ
う
し
。
ハ
ン
チ
ン
グ
。
印

絆
天
は
襟
、
背
、
腰
回
り
な
ど
に
、
屋
号
、
家
紋
、
姓
名
な
ど
の
し
る
し
を
つ
け



漱
石
の
修
辞
技
巧

一
九

た
半
纏
。

（
24
） 
﹇
Ｆ
﹈
の
時
点
で
は
、
高
島
田
の
女
性
が
小
夜
子
と
い
う
名
前
で
あ
る
こ
と
は
、
読

者
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
主
要
な
登
場
人
物
に
対
し
て
、
冒
頭
部
分
な
ど
で
名

前
を
伏
せ
る
た
め
に
、
提
喩
表
現
を
用
い
る
場
合
は
、
五
．
一
節
で
示
し
た
二
種

類
の
提
喩
の
中
間
例
と
い
え
る
。
た
だ
し
、﹇
Ｆ
﹈
の
場
合
、
直
後
に
高
島
田
の
女

性
が
宿
屋
の
隣
で
、
琴
を
弾
い
て
い
た
女
性
で
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
、
琴
の
女

性
が
物
語
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
は
明
ら
か
な
の
で
、
主
要
な
登
場

人
物
に
対
す
る
提
喩
と
同
様
の
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
25
） 

遠
藤
武
・
石
山
彰
「
日
本
洋
装
史
年
表
」（
昭
和
五
十
五
年
七
月
『
写
真
に
見
る
日

本
洋
装
史
』
文
化
出
版
局
、
平
成
七
年
十
一
月
『
年
表
で
見
る
モ
ノ
の
歴
史
事
典

上
』ゆ
ま
に
書
房
）参
照
。
日
露
戦
争
は
明
治
三
十
七
年
か
ら
三
十
八
年
に
か
け
て
。

（
26
） 

二
の
六
、二
十
九
頁
、
十
六
の
五
、二
〇
二
頁
、
十
八
の
十
一
、二
四
八
頁
を
参
照
。

（
27
） 

日
清
戦
争
は
明
治
二
十
七
年
か
ら
二
十
八
年
ま
で
。

（
28
） 

明
治
四
十
年
一
月
十
九
日
『
時
事
新
報
』（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
）
参
照
。

（
29
） 

小
夜
子
は
黄
色
の
女
郎
花
に
譬
え
ら
れ
る
。
九
の
一
、八
十
六
頁
参
照
。

（
30
） 

リ
ボ
ン
や
高
島
田
な
ど
と
異
な
り
、
紫
と
「
我
の
強
さ
」
と
の
結
び
つ
き
は
同
時

代
的
共
通
性
を
持
た
な
い
、『
虞
美
人
草
』
内
に
お
け
る
特
殊
な
意
味
づ
け
で
あ
る

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、﹇
Ｉ
﹈
や
﹇
Ｊ
﹈
の
提
喩
も
﹇
Ｈ
﹈
と
同
様
、

『
虞
美
人
草
』
に
お
い
て
の
み
通
用
す
る
意
味
づ
け
で
あ
る
。

（
31
） 

二
の
四
、二
十
四
―
二
十
五
頁
、
十
二
の
二
、一
二
〇
頁
―
一
二
一
頁
参
照
。

（
32
） 

厳
密
に
は
、
語
り
手
で
あ
る
「
作
者
」
が
登
場
人
物
に
同
化
し
て
語
っ
て
い
る
と

考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
登
場
人
物
の
見
解
が
反
映
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
が
、
作
者
の
見
解
か
登
場
人
物
の
見
解
か
を
区
別
す
る
の
は
難

し
い
。
本
稿
で
は
、『
虞
美
人
草
』
の
提
喩
に
は
、
語
り
手
で
あ
る
「
作
者
」
の
見

解
が
、
少
な
く
と
も
一
部
は
反
映
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
る
。

（
33
） 

藤
尾
の
母
の
こ
と
。 

（
34
） 

伊
豆
利
彦
「『
虞
美
人
草
』
の
思
想
」（
昭
和
四
十
年
五
月
『
日
本
近
代
文
学
』）
を

参
照
。

（
35
） 

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
こ
と
。

（
36
） 

部
分
で
人
物
全
体
を
表
す
提
喩
表
現
自
体
は
、
明
治
期
の
修
辞
学
導
入
以
前
の
日

本
文
学
に
も
み
ら
れ
る
技
法
で
は
あ
る
。
例
え
ば
、
島
村
は
『
新
美
辞
学
』
に
お

い
て
、「
前
髪
」
で
「
婦
女
子
」
を
指
す
表
現
を
近
松
門
左
衛
門
の
『
今
宮
の
心
中
』

か
ら
引
用
し
て
い
る
。（『
新
美
辞
学
』
明
治
三
十
五
年
五
月
、
三
一
八
頁
）
た
だ
、

効
果
を
見
込
ん
で
、
よ
り
自
覚
的
に
用
い
て
い
る
点
に
お
い
て
、
漱
石
の
新
し
さ

が
認
め
ら
れ
る
。

（
37
） 

漱
石
全
集　

第
二
十
四
巻
』（
平
成
九
年
二
月
岩
波
書
店
、
二
二
〇
頁
）
の
大
正
二

年
十
一
月
二
十
一
日
付
け
高
原
操
宛
書
簡
を
参
照
。『
虞
美
人
草
』
の
ド
イ
ツ
語
翻

訳
を
出
版
し
た
い
と
い
う
高
原
の
申
し
出
を
断
る
理
由
と
し
て
述
べ
た
。

（
38
） 

景
山
論
文
で
は
「
挙
偶
法
」
と
な
っ
て
い
る
。


